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はじめに 

 

諫早特別支援学校では 教育 員会 ら 推進研究指定校として 成２５ ら

成２ の３ に けて研究を進めて いり した 本報 はその研究の とめとして

のものとなり す 研究指定校として 立学校５校 学校１２校が指定を け したが

特別支援学校は本校の の指定で る と ら 教育推進については 他の特別支援学校

や特別支援教育における ン マ クとなる 大 な 概をも て プ クト の

者をはじめ 教 員が 的に研究に関 り本 の報 会を える とがで した  

情報 の推進は 特別な支援を 要とする本校児童生徒の 動 の困難や 会生活が

定さ が な とを い 学校や自宅等にいながら な情報に る とがで るとい 大

な をもつとともに たな 会参 の につながり す  

そのため 情報 会が進 してい で 機器等の情報 に し その基本

作や情報モラルを に付け つ主体的 的に活用するための学習活動を充 する

と た 児童生徒の障害の状 や特性等に した教 ・教 を 工夫するとともに 学習

を え指導の効果を高める とが学習指導要 に 定さ ていると で り す  

 のよ な 本校では 機器を活用した効果的な学習について の研究主題のもと ブタ

トルとして 障害の状 に応じた 機器の活用 を に における 機器の活用

けでな 活用する とで障害の る の児童生徒が学習を進める で に困難が り

い た支援を え その困難さを で 学習目 を 成で るの とい にも主 を置

とともに 児童生徒の主体的な ケ シ ンの ルとしての活用についても研究を進め

て いり した  

た 機器活用に た ては 在の情報機器が しも全ての に いやすい に

な ている けではな 障害による 理的な 作 の困難や障 を 機器を工夫する とによ

て児童生徒の の 体機能や認知理 に応じた 技術的支援方 （アシスティブ・テク

）についても を進めて いり した  

 成２ ら 機器の な進 に い 学用 としては 的高 なタブレット 等を

用する とが な ている 状を え 高等部の就学奨励費の拡充が 入の

対象となり 特別支援学校における 機器は生徒にと ても教員にと ても なものとなりは

じめ した 本研究により 機器の活用が 障害の る児童生徒への指導 支援に大 な効

果を発 で る とを てい す  

結 に 研究を進めるに たり 指導 いた した 教育 員会をはじめ 研究

に関 ていた した全ての 生方 方に感 を し はじめの と といたし

す  

 

 

 

成２ １ ２  

 

                        諫早特別支援学校      
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研究指定について 

教育の IC  

本 においては 国の障害者の 利に関する の を け 成２ ４ ら 障害の る もない

も共に生 る な り 例 が さ ている その で特別支援学校は一 一 の障害の状

や教育的 ー 等に応じて 合理的配慮 を とが さ ている 特別支援学校における合理的配慮に

は IC 機器の活用が ており IC 機器を活用して指導を充 さ る とが す す めら ている  

の学習指導要 の では 情報教育や教科指導における IC 活用（IC ン ータや情報

ット ークな の情報 ケーシ ン技術の と）な 教育の情報 に関 る内 の一 の充 が ら

教育の情報 を つ に してい とが めら た 特別支援学校における IC 利活用に関する

研究としては における ー ースクール推進事 や 部科学 の 学 の ーシ ン事

大学 科学技術研究センターと ト ンク ループによる のプ クト な により特別支援学

校における やタブレット PC の活用が報 さ ている  

本校では 成２５ ４ より 教育 員会の指定を け 特別支援学校における IC 機器を活用した

効果的な学習についての研究を進めて た は 本校の教師が IC 機器に る とを目的として研修

会を し への機器の導入を る とが で た 特に を 定して い方を したり モン

ストレーシ ンしたりする研修が有効で たとの が た の での活用においては 教科指導

では ト ー や ートと IC 機器を 用している とが 生活 学習や自立活動の指導でも や

学習内 によ て IC の活用が さ ている とが た た の１ マす ての を IC 機器を

用いて指導しているのではな 要に応じて活用している とも た 機器を活用して学習した児童生徒

らは 機器を活用する とで し 学習がで る りやすい とい た感 が 活用した教師 ら

は 自立活動で ている児童生徒が画 の の をよ 見たり 自らタブレット PC へ を したりして

いる等の報 が ら ている  

 

の IC 教育推進事 について 

目的（ 校共 ） 

IC 教育を推進し本 の教育活動を向 さ るため タブレット PC 等を用いた効果的な学習

の研究・ 発を い 学 の向 を るとともに 情報活用能 の向 により 高 情報 会の進

に主体的に対応で る能 を に付けさ る  

 

研究主題 

IC 機器を活用した効果的な学習について  

（ 題を 校で 定する） 

 

IC 教育推進研究指定校（ 立学校 ） 

・諫早高等学校 

・ 工 高等学校 

・ 高等学校 

・ 高等学校 

・諫早特別支援学校                その他 内１２校の 学校が研究指定を けている  
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１ 本校の IC 研究について  

諫早特別支援学校の研究 

研究主題 

IC 機器を活用した効果的な学習について  

障害の状 に応じた IC 機器の活用  

研究の目的 

本研究は 教師が児童生徒の障害の状 に応じて IC 機器等を活用した りやすい を とがで

るよ になる とを目指すとともに 児童生徒が学習 生活 の困難に対し IC 機器等の ートを ける

とで 学 や ケーシ ン能 等を向 さ る とを目的としている  

 

IC 機器の活用に関する本校の基本的な考え方 

IC 機器類は で活用で る学習のための ールの一つで る に機器類を けではな 機器類

を効果的に とで学習目 を 成する とが目的となる 本校では障害の る児童生徒の指導において

IC 機器を のよ に とより効果的で 学習目 の 成につながるの を する とを研究の としてい

る 本校では 在 する児童生徒の障害の状 や障害特性や学 方の特徴を した で より りやす

い を ために教師が指導用の ールとして活用する 合や 児童生徒が学習内 の理 を めるため

の学習用の ールとして有効で ると で る 合に IC 機器を活用するとい 基本方 のもと を

て た  

特別支援学校の教育課 には 障害による学習 は生活 の困難を し自立を るために 要な知

識技能を ける とを目的とした指導 域で る自立活動が位置付けら ている そ で 本校では教科等の

で IC 機器を学習の ールとして活用し 学 を向 さ る とを目指す けでな 生活の ールとして IC

機器類を活用 するために 自立活動の指導等により機器の い方を に付け 機器を活用して生活を

にしてい とも学習目 の 成の一つとして え 研究に取り組 で た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の ールとしての IC 機器類の活用・・・例え タブレット PC の ケーシ ン用アプリを て 生

活全 において ケーシ ンをとる と等が考えら る  

児童生徒の  

・障害の状  

・障害特性の理  

・学 方の特徴の理  

 

学習目 の 成 

・学習内 の習  

・生活のしやすさ 

 

の指導 

効果的な IC 機器類の活用 

・困難さの  

・理 の 進 
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本校の取組の特徴 

のよ に IC 機器の効果的な活用に向けては 活用の目的を にする とが 要で ると考えてい

る そのため 教師は児童生徒の （障害の状 や障害特性 学 の特徴等）を に してお 要が

る た 教科や自立活動な の目 を 成するために 学校に導入さ ている IC 機器を活用する と

が有効なの を するためには 教師一 一 が の目 と IC ・A 機器の特徴を 理 した で

機器の導入を で なけ ならない  

に 本校が本研究に取り組 でい に 要で ると考える３つの要 を する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部就学奨励費拡充による IC 機器の活用 

成２ より障害の る児童生徒が教育を けるための合理

的配慮の基 となる の一つとして高等部の就学奨励費が拡

充さ IC 機器の 入が 能とな た 導入に し IC 機器の活

用に関する本校の基本的な考え方をもとに 教育課 に基 いたIC

機器の活用計画を作成した  

成２ には 導入さ た機器をより効果的に活用するために

要な 機器や有料アプリケーシ ン の選定を ている  

 

活用で るアプリケーシ ンについては資料５ 機器については P１ １ を参 の と 

A Assis i  no o  

障害による 理的な 作 の困難や障 を 機器等を工夫する とによ て支援しよ とい 考え方  

成２  高等部導入機器 

iPad Ai  

 （ 788 B） 

 １ B 

 

 

  
IC や A に関する知識・技術

機器を活用した指導 

機器の 作方  

支援技術（A ） 

障害特性に応じた指導 

障害特性や学 方の特徴の理

障害の状 に応じた指導 

に応じた教 の作成 

IC の  

障害に応じたアクセシビリティ 定 

要な IC 機器の  

機器を活用するための の  
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研究組織 

成２５ より校内に IC 利活用推進プ クトを立 て研究を進めている 研究をより組織的に推

進するために 成２ ら自立活動部をプ クトに参画する として した 特別支援学校にお

いて自立活動は 学習や生活の基 を作るための 要な学習の一つで る 自立活動部が組織に る

とにより 学習 や生活 でのより効果的な IC 活用について研修を めたり 研修内 を 体的な

の につな たりする とがで るよ にな て ている（P２２参 ） 成２ には IC の利活用を

めて す ての を してい プ クトが組織さ そ での IC 利活用プ クトを内 する で

プ クトが立 ら た 主に IC の利活用に関 る部 を抜粋して する  

 

自立活動の目 ・・・ の児童 は生徒が自立を目指し 障害による学習 は生活 の困難を主体的

に ・ するために 要な知識 技能 習 を い も て の

的発 の基 を  

 

研究組織  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IC に関 る校 の  

校 部 主な 者 内  関連 

研究部 IC 教育研究  
IC ・A を活用した指導についての研究計画 研究推進 

IC 教育に関する研修 

P  

P２２ ２３

自立活動部 自立活動専任 
IC ・A の活用を む自立活動の指導に関する校内支援 

自立活動の指導に関する研修 

P１  

P２２ ２３

教育支援部 

IC 機器  
IC 機器の 理と 用 

IC 機器の 作に関する研修 

P１２ ～ 

P２２ 

特別支援教育 

ー ィ ーター 
IC ・A の活用を む教育 校 支援 P２  

 

校  IC 利活用推進プ クト 

（ プ クト） 

校  

部主事 

IC 教育推進  

（教育支援部） 

IC 教育研究 者 
（研究部） 

自立活動専任（IC ・A ） 

自立活動部 

自立活動専任 

教育支援部 

IC 機器  

IC 支援員 

（教育センター）

研究推進 

員会 

研究部 

IC 研究  
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研究計画 
全体計画 

（ テーマ らいの ） 

 テーマ らい 方  

１
年
次 

IC を活用し

た指導  

・IC とは を知る  

・タブレットPC の い方を知る

・支援技術についての基 基本を習 す

る  

・IC を活用した を する  

・すでに IC を活用している 事例を校

内に するとともに 教育課 の類

別に し IC を活用する を 例

 

・IC 研修 

２
年
次 

に 生

す IC  

・タブレットPC や の活用について

する  

・障害の状 に応じた A を活用する  

・ の らいに応じた IC 活用方 を

する  

（３ ） 

・タブレット PC や で活用するアプ

リケーシ ンについて する  

・障害特性に応じたアプリケーシ ンの選

と な 発について する  

・ における IC の効果的な活用につ

いて 事例を して してい  

・IC ・A 研修 

・事例研究 

３
年
次 

特 別 支 援 学

校における 

効果的な IC

機器の活用 

・認知の特性に応じて アプリケーシ ン

を選 したり機能を したりするな

における IC 機器の活用につ

いて事例を しさらに してい  

・IC ・A 研修 

・事例研究 

 

の成果 

（ 成２５ ） 

でに IC を活用して た事例を し 児童生徒の障害の状 に応じてアクセシビリティを保障した

で 学習の目 に て機器類を活用する とが有効で る とが た た そ らの機器を

ケーシ ン等の生活の ールとして活用する とがで るよ になる児童生徒がいる とが た  

（ 成２ ） 

IC の活用と A の考え方を関連付けた研修 事例研究に取り組 自立活動部や教育支援部と

した研修を じて 障害の状 に応じた活用やアシスティブ・テク ーついての理 を めた 学習の

目 を大 にする に え 児童生徒の障害特性や 的な支援技術の 要性についても理 が

て た  
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成２ の研究の ント 

（IC を活用した指導） 

教師一 一 の ー やス ルに応じた研修を し 児童生徒の に応じて活用している IC 機器を

より教科の特性に応じて効果的に活用する方 を するとともに IC 機器を し 活用する とがで るよ

情報モラルやセ リティーに関する情報リテラシーについても する 要が る  

（保護者との連携） 

研究の進 状況を するため 国立特別支援教育 合研究 が 発した 支援技術（A ）活用

の自己評価マトリクス 特別支援学校（肢体不自由） を した その結果 IC 機器の有効性の評価や研

修についてはおおむ 高い評価が ら たが 学習や生活 における IC 機器の活用状況を や

生活に する とや保護者が IC 機器の活用について に理 する とに関しては課題が る評価で

た  

（モ ル校としての役割） 

においては高等部生徒へ就学奨励費によるタブレット の導入が た た 学校

や他の特別支援学校への IC 機器配置の充 も計画さ ている で研究に取り組 で た本校には

IC 機器を活用して障害の る児童生徒の指導に関する を する役割を とが さ ており

機器の 理や 用についても のモ ル校とな ている  

 

の と ら 成２ は 校内の関 する校 部と連携し 校内の IC 教育を推進するとともに

保護者や地域の学校 他の特別支援学校を対象とする IC 活用に関する教育支援の研究にも取り組 め

た  

 

成２ の主な取組 

  

 

 

 

 

 

 

 

体的な研究方  （（ ）は関連する取組） 

・タブレット PC の活用についての機器 作の研修会を する （A） 

・事例を し 研究 により での IC 活用の 要性や効果的な活用方 な を考える （B） 

・自立活動部と連携し 障害特性が す学習への や A についての研修会を する （C） 

・教育支援部 情報 と連携し より な機器の 用や情報モラルの り方について したり 他校

に 発したりする （ ） 

・教育支援部 教育 と連携し 学習に困難さの る児童生徒に対する IC を活用した学習支援を

したり 研修会を したりする （ ） 

・自立活動部や教育支援部と連携し 訪問教育生や さ え 教 等に対する IC を活用した研修支援を

（ ） 

の を ースとして 

A での IC 機器活用の推進 

B の らいに応じた効果的な活用 

C 障害の状 に対応した てや配慮の  

IC を活用した教育支援 

 IC を活用した指導の な 用 

 教育支援における IC 活用 
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２ 効果的な IC 活用を目指した取組 

 

特別支援学校においては児童生徒の障害の状 によ ては IC 機器をその 活用する とがで ない

合が る 例え 本校には 性 を主障害とする児童生徒が在 しており 肢 けでな 肢や体 の

ント ールが で 機器を 作で ない とが る のよ な 合は 作しやす するための ら の

工夫をする 要が る た 覚認知の困難さ 認知の特性等により学習に が ている児童生徒もいる

のよ な 合は より見やす したり 作を りやす したりする 要が て る 教育の情報 に関する

引（ 部科学 ） では のよ に さ ている  

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では でもアシスティブ・テク ー（ A ）関連の機器として OCA（ oi  O  

Co ni a ion Aid 生会 置）やス ッ ト を活用して ている そ で 本研究では ら

活用している機器の活用方 や についても する ととした  

（い い な A 関連機器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーリンク 

ンセント の

等の

を した

ス ッ で ン

ト ー ル す る

とがで る  

OCA 

 

 

 

 

 

を 生する とがで る ケーシ ン用の機器

で い い なタ プが る  

ス ッ 類 

い い な大 さ

や が る す

けでな 引

とや る とで作

動する も る  

ス ッ ト  

ス ッ で動 す

とがで るよ

類を する

の が し

やすい  

支援を 要としている は その障害の状 等により情報の 集 理 表 発 な に困難を

とが 情報 会の を に するためには の に応じた情報活用能 の習 が

特に めら る した では の障害の 類や に対応した情報機器は 特別な支援を 要と

している児童生徒の大 な けになる し しながら ン ータをはじめとする 在の情報機器が し

も全ての に いやすい にな ている けではない そ で の 体機能や認知理 に応じ

て め な技術的支援方 （アシスティブ・テク ー Assis i  no o ）を じなけ なら

そのための研究 発や な事例をもとにした教育課 の研究が さ る  
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肢体不自由児の障害特性 

本校には 性 をはじめとする 性 の児童生徒が 在 しており 教科学習を に 動・動

作の困難さ けでな 一見すると ら に い情報 理能 や 知覚・ 覚認知能 な にも困

難さが る とが な ない そ の困難さは 立しているのではな に関連している とが

いため 教科指導において障害特性が学習に す を し そ に応じた指導や配慮の工夫を

る とが 要で る 肢体不自由児の障害特性について に す  

 

姿勢や動作の不自由がもたらす学習の困難さ 

肢体不自由の る児童生徒の は 肢を 作する と 体 を保 する と 障害により を表

する とな に困難さが る 肢 作の困難さにより を 教科 をめ る 事 を 作する

な の学習に が たり が たりする た 障害により し が不 で たり 発

表をするのに な が たりする とが る したり 作したりするためには体 の 定性が 要

で るが 体 を保 する が いために 方に たり に いたりするな 学習 の姿勢保 の困難

さも る  

 

感覚や認知の特性がもたらす学習の困難さ 

覚障害 知覚障害 

肢体不自由の る児童生徒の には や 障害 な の 覚障害を 合が る

には問題はな ても 覚を して や を知覚する機能に障害が る とも る らの見る と

の困難さにより を し とがで ない と しが い の 成が で る ラ

の 取りがで ない な の が見ら る 児童生徒自 も自 の見え方の困難さに いていない

合が るため の 動 や 知覚 等により な が 要で る  

 

情報 理能  

肢体不自由の る児童生徒には い つ の認知特性が共 して見ら る とが 研究で報 さ てい

る 事を 合して全体 を する と 部 と部 の関 性をつ む と の情報を に

理する と な が難し 作 な で たい とが ても 立てて を組 立てる とがで ない とが

る た たい内 を の で 理して す とや えたい情報の取 選 がで な たり いて

いる に えたい とを てし たりする とも る  

 

や体 の なさ 

肢体不自由の る児童生徒は 動や 肢 作な の困難さ ら や体 が不 している そのた

め 学習した とを生活 で 感したり活用したりする機会が ら てし と ら 学習内 の理

や定 が難し なる た や体 が ら る とが ・関 の がりに さの要 となる とも

る  
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合理的配慮としての IC や A 機器の活用 

障害者の 利に関する （ 成２５ ２ ）への 障害者 別 の （ 成２ ４ ）等の

の で 障害者に対する 別をな すとともに 要な支援や合理的配慮を とが めら ている 合理

的配慮には IC ・A 機器の活用が ており 児童生徒が 要とする 合はそ らの機器の活用を学校

が る とがないよ にしなけ ならない た し 合理的配慮は学校に の を いるものではな

い の のよ に 児童生徒 保護者 学校が し合 成を りながら 要な支援を してい  

 

学習の で ークシートへ 入する での 入が難しい児童生徒はタブレット PC を て 入す

る とが る 動障害のためにタブレットPC での 入が難しい児童生徒の 合には他の機器を活用する と

となる 一方で ークシートの拡大によ て に学習活動が 能となる とが る 機器を活用 とも合

理的に配慮さ た は 能で る の のよ に 児童生徒の や学 方に応じて 要な支援

を ・ してい とが学習内 の理 につなが てい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国立特別支援教育 合研究 の W ー ンクルーシブ教育システ 支援 ータ ース（ ンク

ル B）には 部科学 の ンクルーシブ教育システ モ ル事 において取り組 た 事例を

で る 合理的配慮 事例 ータ ース が る タブレット を ・ 画・ ・ 学習等に活用

した肢体不自由の る児童生徒の事例等を見る とがで る  

国立特別支援教育 合研究 合理的配慮 事例 ータ ース   

in si .nis . o. a id 13 
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教科指導における IC や A の活用 

教科指導においては 学習 のつ や困難さの に のよ な障害特性が るの を し 要

な支援を たり 学習に取り組 やすい を えたりしてい とが 要で る 姿勢保 や 肢 作の

困難さに対して や な を えるよ に 覚認知の困難さに対しては IWB や 機（ 画 ラ）

タブレット PC を活用して情報を えやす する とがで る た が困難な 合には ン等の

を活用して する とがで る IC ・A を活用する けでな 自 の障害による特性や な内 を知

り そ に対する対 の方 （自 が学習しやすい方 ）を児童生徒自 が知り 自ら工夫してい を高める

と 自立活動において姿勢保 や 肢の 作性 覚認知 等を向 さ てい とも教科指導をすすめ

る で 要な ントとなる  

肢体不自由の る児童生徒が 教科を学習する に生じ る困難さとそ らに対応した ・A の活用例

について の表に とめた （ 成２ に した研修会にて 理した ） 

 
姿勢や動作の不自由さがもたらす困難さと対応 

目 教科 困難さの  対応（IC ・A 活用） 

作 

国  
・ を たり た 作

したりする とが難しい  

・ 入 を活用する  

・アプリで指を てな て を覚える  

 

学 

・ ラ を とが難しい  ・ ラ アプリを て ラ を作成する

理科 ・ 器 の 作が難しい  ・ の動画 ンテン を活用する  

 
・ 器を る とが難しい  ・ 器のアプリを 用して 画 の をスラ

さ る とで を えながら を す  

工 

術 

・ な を つ とが困難で画用

に とがで ない  

・指を て を選 したり いたりで るア

プリを  

性 

全教科 

・ に が る  ・ ラで 内 を して し保 した

り で したりする  

・タブレットや ンを て する  

国  

 

・ を のに が る  ・ アプリを 用する  

 
・ 器で さ たいが 指が

ない  

・ 器アプリを て を指の 方

に合 て する  

体育 
・ ールを て たり がした

りする とが難しい  

・ス ッ 等を て ールを

たり がしたりする  

 
・ の を とが難しい  ・ 取り作成アプリを活用し 指 の な

作で を  

動 理科 
・ において での の

な が難しい  

・ ラで画 や動画を し に

た する  

姿勢 

保  
全教科 

・教科 等に目が なり 姿勢

にな てし  

・IWB やタブレット PC を活用し 部 を拡大し

て見る  
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感覚や認知の特性がもたらす困難さと対応 

目 教科 困難さの  対応（IC ・A 活用） 

覚 

・ 

覚 

認知 

国  

・ な を える とが難しい  

・ の 取りが難し と しが

る  

・プレ ンアプリで拡大して さ た を

える  

・プレ ンアプリのア ーシ ンを 用し一

つ表 して む  

 

学 

・ が や目 りの い

部 が見え らい  

・ 定 等の画 を拡大して見る  

理科 

・ が難しい（ スケッ 動

の るもの 体）  

・ の 取りが難しい  

・部 を拡大し して見る  

・ ラで しス ー 生や マ りで

する  

・プラ タリ アプリを活用する  

 

・ を いながら を

方や を 認しながら発 する

な に とが難しい  

・ タル教科 の ラッシ ー を活用する

とで 覚を て 認する  

会 

・地 ラ の 取りが難しい  

・地 で特定の国や地域を す

とが難しい  

・IWB で拡大したり けしたりした地 を

取る  

・ の さや ントラストを工夫した地 を

取る  

・プレ ンアプリのア ーシ ンを活用した資

料に 目する  

 

 

 

学 

・立体 の理 （ 全体

体等）が難しい  

・ 等での見えない部 の理 が

難しい （立体での の な ） 

・機器で３ モ ルな のシ レーシ ンをし

他方向 ら を見たり 作したりする  

理科 
・位置や方向（方 ）の理 が難し

い  

・ ン ス機能を いながら 自 の向いてい

る方向と地 を 認する  

 
・ の を立体的に える

とが難しい  

・ 取り作成アプリの３ 機能を活用し

を立体的に える  

覚 
全教科 

・ え らい  

・指 が り らい  

・B oo ス ー ー等で の にも の

と に える状況で学習する  

理科 ・ の大 さや高さを えに い  ・ タル さ た の を見る  

 

 

表  

 
・ 的に を したり を し

たりする とが難しい  

・ を すと がお るアプリを 用し

の状 を 覚的に 認する  

体育 

・ を す とが難し の 合

の をしたり を けたりする

とが難しい  

・ OCA アプリ等を活用し 画 を る けで

ア ト セー プレ ール な の

を して したり を けたりする  

全体  

の 

 

国  
・全体を えての 成が難しい ・ や アプリ プレ ン トのスラ

等を えながら を 成する  

理科 
・全体と部 の関 の理 が難し

い  

・ タル したものを見たり に 作し

たりして理 を る  

 理科 

・ 象の理 が難しい  

・ の が や やにな

てし  

・ 結果等を や で してお 内

を 理する に し して り る  
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や体 不 の なさがもたらす困難さと対応 

 

目 教科 困難さの  対応（IC ・A 活用） 

の

 
全教科 

・教師の に を向け ける と

が難しい  

・学習に集 する とが難しい  

・プレ ンアプリで効果 等を付けながら

を向けて ら を  

・タ マーアプリを て めら た 集

して学習したり 内に作 を ら

たりする  

学習に 

よる 

動の 

 

全教科 

・1 の の で取り組む内 を

し を見ながら 動する

とが難しい  

・スケ ール機能を活用し 活動内 を 理

し見 しをもつ  

体育 
・ 技や ンス等で自 の 体の動

を える とが難しい  

・ した動画を見たり 動画 生 ト

を活用したりして自 の動 を り る  

 

・自 で ランスの い料理を選

する とが難しい  

・ を見ながら を選 計 事

の ランス リーが さ るアプリを活

用して考える  

や 

体 の 

なさ 

全教科 

・教科 に ている ら情

等を するのが難しい  

・IWB に タル教科 や ンター ット の

や動画な の資料を見て ー をも

つ  

 

学 

・生活の で に る機会が な

立体 を ー する とが難

しい  

・ にお を 用する機会が な

の いな を えに い  

・校内の立体 を して ラで し

をしながら ー をもつ  

・IWB 等のア ーシ ンを活用し お の と

りを見たり え方を に付けたりする  

 

・一 での い の が な

の の がつ ない  

・ 費者問題（ A の利

用）への関 が い  

・ ンター ットで対象 の一 的な料 を

る  

・ 体 がで る W ー を活用して考

える  
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自立活動と IC や A の活用 

自立活動の指導における IC や A 機器の選定と導入 

教科 けでな 自立活動の指導においても IC や A 機器は児童生徒の を すために有効な ールと

して活用で る 機器を効果的に活用するためには 教科での活用と に目 や らいに応じて機器を選定

してい とが 要な ントとな て る （自立活動の目 については P５ 研究組織を参 の と） 

 

IC や A 機器活用の考え方と  

自立活動で IC や A 機器を活用する も

本 の自立活動の考え方で る ら

体的な指導内 を導 での に り

はない 例え 児童生徒の課題を 理する

とな 機器を とを として指導目 を

定してし た 合 体的な指導が機器の

作に 定さ 本 の らいが 成で ない

りでな 自立活動の目 で る の

的発 の基 を とい らも大

た指導になり ない（ １）  

IC や A 機器が指導目 を 成するための て（ ール）の一つで るとい 考えのもと 機器の選定や

導入を すると そのタ ン は 児童生徒の課題 の関連を 理して となる課題を導 し 目

定 目の選定を た で 体的な指導内 を してい に ると える（ ２） の で

する とで に機器を と けにとら る とな 自立活動本 の目 に た指導が で ると

考えら る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 自立活動の目 や 体的な指導内 を 定する の例 

１ 機器を とを とした指導目 定の例 
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自立活動専任の役割と IC 活用 

本校は自立活動専任を３ 配置している 自立活動専任の 体的な役割としては の に基

体的な指導 部専門 と 任をつな と 自立活動研修会や自立活動学習会の 画・

任との 別の指導計画の作成・評価における 等で る 自立活動専任は 配 学部の自立活

動の の指導を に 他学部の自立活動の の指導等にも携 る で 任の に対して 一 に

考えたり 指導 を たりする 機器の活用においては る の知識・技術を有しているため 児童生

徒の や指導目 に応じて のよ な機器を のよ に活用する について 任と一 に したり し

たりする とが 能な体 とな ている  

 

IC を活用した自立活動の指導 

体を動 す を高める ールとして 

 体を動 したり 目 に を したりする学習において タブレット PC 等の機器を活用する とが

る 校内では 児童生徒の な や を す とで姿勢保 や 動の を高めたり 画 の

（ア ーシ ン 等）を利用して の 作性を高めたりする が見ら る  

知覚 覚認知等の教 として 

タブレット PC を活用し 目の動 や見て える を す とを らいとした が見ら る 画 内の動

対象 を見て タッ をしてい アプリな が活用さ ている  

や の 別学習に活用さ る とも る その は 児童生徒の発 と学習内 に応じたアプリを

選 する 要が る アプリ教 は教 が をとらな たり 児童生徒が て ら してし たりす

る とがないため がしやすいが 覚を活用して を える とがで ない に の認識がで

ていない児童生徒の 合は に る とで を えたり がは る感覚で の がで たりする

の はめ教 が している とも る 認知発 を えた教 の選定が 要で る  

ケーシ ン ールとして 

タブレット PC は ケーシ ン ールとして活用さ る とも い を る とも

で るが とともに ー を表 で るアプリが 発さ ている ー アプリの 合 ー を

作成で る けでな の大 を したり 選 肢の を したりする とが 能なものも る

ケーシ ン ールとして 合 ・ ・シン ル 等の が理 しやすい えたい とは

のよ な で の な を した で の児童生徒に合 た 定が 要となる  

 

児童生徒にと て いやすい ケーシ ン ール て  

 

 

 

 

 

ー               そ とも OCA            iPad のアプリ  

（ ラスト） ップレット・プ クト d o .ddo. d o s
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アクセシビリティについて 

 iPad のアクセシビリティ  

 iO には障害の る が を いやす するための

機能で るアクセシビリティが で さ ており 障害 別に対応し

て 機能を する とがで る 障害に対応したアクセシ

ビリティの 本校で活用さ ている機能を に抜粋して する  

 

肢体不自由への対応 作  

肢体不自由の る児童生徒は 画 をタップしたりス プ（指でな

る）したりする とが難しい とが る そのよ な 合は 体機能

ートの ス ッ ント ール や Assis i o を 定する とで 作

しやす なる  

 

（ス ッ ント ール） 

画 全体をス ッ としたり ラで えた の動 を認識してス ッ

にしたりし iPad の 作がで るよ にな ている た で iPad な

の支援機器を とで 部のス ッ でも 作が 能となる  

 

（Assis i o ） 

ス ーや機能を する とがで iPad を な動作で 作

で るよ になる 例え ス プが難しい児童が 本を見る

に 事 にス プの ス ーを し タップで すと ー

をめ る とがで るよ になる  

 

（ アシスタント） 

i i は アプリの 動やアクセシビリティの 定 W の な

の機能に対応している  

 

（タッ ） 

 定した し けなけ タップとして認識さ ない 定が 能

とな た えて り しタップしてし 合に有効で る タッ

では画 らのス プを認識しないためス プで ント ー

ルセンターを表 で な なる に が 要で る  

 

アクセシビリティ（A ssi i i ） 

事に対するアクセスのしやすさ 利用のしやすさ やすさな を指す 特に情報技術 においては

情報アクセシビリティ（情報の入 のしやすさ）や ブアクセシビリティ（ ブ トの 覧のしやすさ）な の

が る に 機器を いやす する機能自体を指す とも る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ス ッ ント ール） 
ス ッ で 目を選 する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Assis i o ） 
ス ーを で る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タッ  
タップ を で る 
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知的障害への対応 学習 ート  

（アクセス ）  

iPad での学習の に 画 の を ていいの ら にい い な

タンをタップしてし 児童生徒がいる た 料アプリに る トを

いてし たりする とも る アクセス を 定してお と 指定した

に ても画 が 応しな なり トを けな したり 学習に 要な タ

ンの を有効にしたりする とがで る の機能は 肢を に ら

ないため の らが画 についた にな たり の ント ールが

い に していないと をタップしてし たりする児童生徒の学習にも有

効で る  

 

覚障害への対応 覚 ート  

見えに さが る児童生徒には 覚 ートが活用で る  

（ を ） 

画 の を 表 する とがで る 地に の が見に い 合は さ る とで 地に

の として表 する とがで る なお 部モ ターに した画 やスクリーンシ ットは しない  

（ レ スケール） 

情報を な し レ スケール表 にする とがで る  

（ ー 機能） 

一部を拡大して表 する とがで る 画 を拡大した ス プする とも 能で る  

（ oi O ） 

画 の 目を る とがで る 覚障害者用の 機能で るが 本校では を

む とがで な たり で理 する とが難し たりする生徒の を する機能として活用し

ている  

 

覚障害への対応 覚 ート  

（モ ラル ー ィ ） 

児童生徒の えの状 や学習 への配慮のため ンや ッ ンを

て学習をする とも る ら の が している 合はモ ラル

ー ィ を 定する とで に ているトラックを とめる とがで る

た の ー ィ の ランスを 的に する とも 能で る  

 

Windows のアクセシビリティ 

iO アクセシビリティの高さはないが マ スやトラック ールをはじめとし

た入 を する 機器の活用は B が える Windows の方が高いと える

スティック in o ii な 児童生徒の動 や特性に応じた入 ス

を活用する とがで る 本校においては 児童生徒の や用 教師の い

な に応じ iO と い けたり 用したりしている  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（アクセス ） 

に配置さ た
タンを しても 応し
ない 

 
 
 
 
 
 

（ スティック） 

 

 

 
 
 
 
 
 

（トラック ール）
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アクセシビリティのための支援機器類による工夫 

タブレット PC で 定で るアクセシビリティには 定自体に が 要なものが る た 作 の課題

の全てが に さ た機能 けで で る けではない そ で本校では 内 さ たアクセシビリティ

機能に え 一工夫する とで を 作しやす したり いやす したりしている  

 

（アー スタン ） 

が やすい位置に を 置で 部を な位置に保 した 見る

とに役に立つ や の レー にし りと 定で るため を入 す

ても が ないとい 利 も る  

 

（スタ ラス ン） 

指での 作が難し たり 自 の で画 を てし たりするよ な 合

には スタ ラス ンを とが る 児童生徒にと て いやすいよ にするた

めに導 性の （導 ス ン な ）で自作する とも る  

 

（ の工夫） 

学習によ ては や が発生する 合が る た が ると 機

器に不 合が てし とが考えら る の専用ケースも るが

を全体的に ためとても大 なりが で る 本校では 100 シ ップ

に るよ な の ィル ックに入 て ている とが い ィル を

さ て をテープで めると 作感もよ る の や は と

がで る  

 

（ 作への対応） 

アクセス で 定で る は で動 す とがで ないが 作に

部 けを り取 た をしてい の た ている は 動しても

作を 効にで る  

 

（i Pad o ） 

部ス ッ を すと を り付けた部 をタップする とがで る

Asssis i o の ス ーと組 合 るとい い な動作を 部ス ッ

で とがで るよ になる のタッ ルで iPad にも活用

で る  

 

（で iPad） 

アクセシビリティ機能で る ス ッ ント ール で 用する とがで る 部

ス ッ で る iPad の の機能をス ッ で 作する とが 能となる  

 

 

 

アー スタン  

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース 

100 ィル ック

 

 

 

 

 

指 を り取 た で

作する 

 

 

 

 

 

i Pad o は画

に り付ける けで え

るため 置が で

いやすい 
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情報モラル教育について 

特別支援学校 学部の学習指導要 では 児童生徒が情報モラルを に付けるとともに ン ー

タや情報 ット ークな の情報 を活用で るよ に学習活動を充 してい 内 が さ ており 学

校教育活動全体を して児童生徒一 一 に情報モラル教育を推進してい とが めら ている 成１

には 部科学 の 事 で 情報モラル指導モ ル リ ラ 表 （P２１に ）が作成さ ている

が は主に 学校 学校 高等学校での指導用に作成さ たもので り 特別支援学校で めら る障

害の ・ に対応した効果的な教育内 については さ ていない そ で 本校の全ての

児童生徒が 学部を する でに 要な情報モラルを習 し 情報 会において な活動が えるよ

本校 の情報モラル指導モ ル リ ラ の作成を目指す ととした 成２ は に し

た全 員を対象とした研修会で 情報モラル指導モ ル リ ラ についての を た  

の リ ラ 表は 指導す 情報モラルの内 として５ が 定さ ている を 域として

情報 会の 理 と の理 と 知 を 域として 全への知 と 情報セ リティ がそ

位置付けら さらに の２つの 域に たがる内 として 共的な ット ーク 会の が けら

ている 研修では 本校の学校教育目 をもとに教育課 の類 別に作成さ ている に付けさ たい マ

トリクス 本校の 障害の る児童生徒の発 を考慮して 教育要 の内 を情報モラルの

５ に 類する作 を い の指導内 について理 を めるとともに 児童生徒が する でに

的な情報モラル指導を する とがで るよ 全体 を と で を進める とがで た  

（情報モラル指導モ ル リ ラ 作成研修会の成果 一部抜粋） 

類 目  本校マトリクス 教育要 の内  

情報 会の 
理 

・発 する情報や
情報 会での
動に 任をもつ 

・情報に関する自
や他者の 利を

する   な  

に付けさ たい マトリクス  
・ が えよ としている とや の状況を理 し りの の

を感じ取る とがで る  
教育要  

・ との関 りを め いやりをもつ  

の理 と 
 

・情報 会でのル
ール マ ーを

で る 
         な  

に付けさ たい マトリクス  
・ な りやマ ーに 付 そ らを て 動する とがで

る  
教育要  

・よい とや い とが る とに 付 考えながら 動する  

全への 
知  

・情報を し 全
に利用する とに

める 
・ 全や を害
するよ な 動を

で る  な  

に付けさ たい マトリクス  
・ なものや での が り 一 で たは教師と一

に する とがで る  
教育要  

・ な な 方 害 な の 動の 方が り
全に を付けて 動する  

・ な生活のリ を に付ける  

情報 
セ リティ 

・生活の で 要と
なる情報セ リ
ティの基本を知る 

         な  

に付けさ たい マトリクス  
・自 や 会な 知的な事 を自 ら学 り 術を し
りする とがで る  

教育要  
・ と し 生活する で りの大 さに 付 とする

共的な 
ット ーク

会の 
 

・情報 会の一員と
して 共的な
識を つ   な  

に付けさ たい 0 マトリクス  
・集 活動を して 自 の役割を し 集 の一員としてその
役割を果たす とがで る  

教育要  
・共 の や用 を大 にし なで  
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類

 
1 

学
校

１
・２

 
2 

学
校

３
・４

 
3 

学
校

５
・

 
4 

学
校

 
5 

高
等

学
校

 

1.
情

報
会

の
理

 

a 

a1
～

3
発

す
る

情
報

や
情

報
会

で
の

動
に

任
を

つ
 

a4
～

5
情

報
会

へ
の

参
画

に
お

い
て

任
る

で
を

果
た

す
 

a1
1

や
り

を
る

 
a2

1
へ

の
を

考
え

て
動

す
る

 
a3

1
他

や
会

へ
の

を
考

え
て

動
す

る
a4

1
情

報
会

に
お

け
る

自
の

任
や

に

つ
い

て
考

え
動

す
る

 

a5
1
情

報
会

に
お

い
て

任
る

を
と

り
を

果
た

す
 

 

1～
3

情
報

に
関

す
る

自
や

他
者

の
利

を
す

る
 

 
4～

5
情

報
に

関
す

る
自

や
他

者
の

利
を

理
し

す
る

 

1
1

の
作

た
も

の
を

大
に

す
る

を
も

つ
 

2
1
自

の
情

報
や

他
の

情
報

を
大

に
す

る
 

3
1
情

報
に

も
自

他
の

利
が

る
と

を
知

り
す

る
 

4
1

の
利

（
な

）を

す
る

 

5
1

の
利

（
な

）を
理

し
す

る
 

 
 

 
 

 
 

4
2

作
な

の
知

的
を

す
る

 
5

2
作

な
の

知
的

を
理

し

す
る

 

2.
の

理

と
 

 
 

 
 

2～
3
情

報
会

で
の

ル
ー

ル
・マ

ー
を

で
る

 
4

会
は

い
に

ル
ー

ル
・

を
る

と

に
よ

て
成

り
立

て
い

る
と

を
知

る
 

5
情

報
に

関
す

る
の

内
を

理
し

す
る

 

 
 

2
1
情

報
の

発
や

情
報

を
や

り
と

り
す

る
合

の
ル

ー
ル

・マ
ー

を
知

り
る

 

3
1

が
ル

ー
ル

・マ
ー

に
す

る
を

知
り

対
に

な
い

 

4
1

な
と

は
を

知
り

と

た
動

は
対

に
な

い
 

5
1
情

報
に

関
す

る
の

内
を

的
に

理

し
に

動
す

る
 

 
 

 
 

3
2

ル
ー

ル
や

り
を

る
と

い
と

の

会
的

を
知

り
す

る
 

4
2
情

報
の

保
 護

や
取

り
い

に
関

す
る

基
本

的
な

ル
ー

ル
や

の
内

を
知

る
 

5
2
情

報
会

の
活

動
に

関
す

る
ル

ー
ル

や

を
理

し
に

動
す

る
 

 
 

 
 

3
3

の
を

知
り

な
で

な
い

 

4
3

の
基

本
的

な
考

え
方

を
知

り
そ

に

任
を

理
す

る
 

5
3

の
内

を
に

し
に

動
す

る
 

3.
全

へ
の

知
 

d 

d1
～

3
情

報
会

の
ら

を
る

と
と

も
に

不
 な

情
報

に
対

応
で

る
 

d4
～

5
を

し
害

を
す

る
と

と
も

に
全

に
活

用
す

る
 

d1
1
大

と
一

に
い

に
な

い
 

d2
1

に
合

た
と

は
大

に
見

を

め
に

対
応

す
る

 

d3
1

さ
る

の
内

が
り

け

る
 

d4
1

全
性

の
ら

情
報

会
の

特
性

を
理

す
る

 

d5
1
情

報
会

の
特

性
を

識
し

な
が

ら
動

す

る
 

d1
2
不

な
情

報
に

合
な

い
で

利
用

す
る

 

d2
2
不

な
情

報
に

合
た

と
は

大

に
見

を
め

に
対

応
す

る
 

d3
2
不

な
情

報
で

る
も

の
を

認
識

し
対

応
で

る
 

d4
2
ト
ラ

ブ
ル

に
し

た
と

主
体

的
に

を
る

方
を

知
る

 

d5
2
ト
ラ

ブ
ル

に
し

た
と

さ
な

方

で
で

る
知

識
と

技
術

を
つ

 

 

1～
3

情
報

を
し

全
に

利
用

す
る

と
に

め
る

 
4～

5
情

報
を

し
全

に
活

用
す

る
た

め
の

知
識

や
技

術
を

に
つ

け
る

 

 
 

2
1
情

報
に

は
た

も
の

も
る

と
に

3
1
情

報
の

さ
を

す
る

方
を

知
る

 
4

1
情

報
の

性
を

で
る

 
5

1
情

報
の

性
を

し
に

対
応

で

る
 

1
2
知

ら
な

い
に

連
を

教
え

な
い

 
2

2
の

情
報

は
他

に
も

ら
さ

な
い

 
3

2
自

他
の

情
報

を
者

に
も

ら
さ

な

い
 

4
2
自

他
の

情
報

の
全

な
取

り
い

に
関

し

て
し

い
知

識
を

て
動

で
る

 

5
2
自

他
の

情
報

の
全

な
取

り
い

に
関

し

て
し

い
知

識
を

て
動

で
る

 

 

1～
3

全
や

を
害

す
る

よ
な

動
を

で
る

 
4～

5
自

他
の

全
や

を
害

す
る

よ
な

動
を

で
る

 

1
1

め
ら

た
利

用
の

や
を

る
 

2
1

の
た

め
に

利
用

を
め

る
 

3
1

を
害

す
る

よ
な

動
を

自
す

る
 

4
1

の
に

配
慮

し
た

情
報

ィ
ア

と
の

関
り

方
を

識
し

動
で

る
 

5
1

の
に

配
慮

し
た

情
報

ィ
ア

と
の

関
り

方
を

識
し

動
で

る
 

 
 

 
 

3
2

の
全

を
す

を
な

い
 

4
2
自

他
の

全
に

配
慮

し
た

情
報

ィ
ア

と
の

関
り

方
を

識
し

動
で

る
 

5
2
自

他
の

全
に

配
慮

し
た

情
報

ィ
ア

と
の

関
り

方
を

識
し

動
で

る
 

4.
情

報
セ

リ
テ

ィ
 

 

 
 

2～
3

生
活

の
で

要
と

な
る

情
報

セ
リ

テ
ィ
の

基
本

を
知

る
 

4～
5

情
報

セ
リ

テ
ィ
に

関
す

る
基

的
・基

本
的

な
知

識
を

に
つ

け
る

 

 
 

2
1
認

の
要

性
を

理
し

し
利

用
で

る
 

3
1
不

用
や

不
ア

ク
セ

ス
さ

な
い

よ

に
利

用
で

る
 

4
1
情

報
セ

リ
テ

ィ
の

基
的

な
知

識
を

に
つ

け
る

 

5
1
情

報
セ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
を

に
つ

け
な

動
が

で
る

 

 

 
 

3
情

報
セ

リ
テ

ィ
の

保
の

た
め

に
対

・対
応

が
と

る
 

4～
5

情
報

セ
リ

テ
ィ
の

保
の

た
め

に
対

・対
応

が
と

る
 

 
 

 
 

3
1
情

報
の

や
を

方
を

知
る

 
4

1
基

的
な

セ
リ

テ
ィ
対

が
立

て
ら

る
 

5
1
情

報
セ

リ
テ

ィ
に

関
し

事
対

・

対
応

・事
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IC や A の活用に関する校内研修 

本校では IC や A に関する専門性向 のための校内研修会を している 研究方 の 認や の

指導全 に関 る研修会は全教 員を対象として し 機器の 作に関する研修会は教 員のス ルに

応じて 者が で るよ にした  

 

IC や A に関する知識・技術研修（ 成２ ） 

 対象・参 者 内  師 

IC 研修会 全教 員 
本校に導入さ ているIC 機器の
い方や障害特性に応じた活用事例
について知る  

・IC プ クト 

・研究部（IC ） 

５ １５（ ）

２ （ ）

iPad 研修（１） 

基本 作を覚え

よ  

者 

・ タン  
・基本 ス ー 
・ ラと アプリ 
・ ラ ール 
・テ ストの ー ースト 

・教育支援部（情報） 

・研究部（IC ） 
５ ２５（ ）

iPad 研修（２） 

りやす 教

を しよ  

者 

・  
・ の拡大  
・ビ  
・ のトリ ン  
・ への （ACBoa d） 
・有  

・教育支援部（情報） 

・研究部（IC ） 
５ ２ （ ）

iPad 研修（３） 

障害に合 て

アクセシビリティを

定しよ  

者 

・アクセシビリティについて 
・アクセス  
・Assis i o  
・ス ッ ント ール 
・ i i 
・ oi O  
・  

・自立活動部（専任） 

・研究部（IC ） 
３（ ）

iPad 研修（４） 

ット ークを活

用しよ  

者 

・Wi i への  
・B oo と対応した 機器
・Ai o  
・A  

・教育支援部（情報） 

・研究部（IC ） 
４（ ）

iPad 研修（５） 

iPad で ケ

ーシ ンをと  

者 

・ ップトーク 
・ ー いて 
・トー ン  
・ in  
・ 入  

・自立活動部（専任） 

・研究部（IC ） 
１ （ ）

iPad 研修（ ） 

教 を作  
者 

・Pow Poin 教 について 
・ ー ーとの ータ共有 
・ タル教科 作成 
（i oo sA o ） 

・自立活動部（専任） 

・教育支援部（情報） 

・研究部（IC ） 

１１（ ）

IWB 研修会 者 
画 ラ タブレット連

携 トの基本的な い方を学  

・教育支援部（情報） 

・研究部（IC ） 
１ （ ）

情報セ リティ・

モラル指導研修会 
全教 員 

児童生徒が置 ている情報 会
の 状を知るとともに 特別支援学
校における情報モラル指導の り方
について考える  

・教育支援部（情報） ３ （

情報モラル研修 

（ ） 

 

指導員 

生の携 スマート
ン 携 ー 機等の 用状況を

するとともに 情報モラルの
な指導方 について考える  

・教育支援部（情報） ２ （ ）
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障害特性に応じた IC 活用研修（ 成２ ） 

IC や A の研修会に えて自立活動部や教育支援部と連携して研修を た 本校で さ ている

自立活動に関する研修会や学習会の い つ を IC の効果的な活用と関連付ける とで の指導と

IC 活用の をつな 機会とな た た ・ 学校 高等学校の教 員を対象に 発 障害の る児童

生徒が学 で感じている困難さに対する支援や 障害特性を考慮した指導を充 さ るための ールとして

の IC 活用に関する研修を た  

その他 任者研 研 任者研等において IC 教育をテーマに研修を た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対象・参 者 内  師 

IC 事例報 会 全教 員 
自立活動の ら障害特性を考慮

しながらの りについて知る  
・自立活動部 １ １４（ ）

ケーシ ン

指導研修会 
者 

障害の い児童生徒に対して

ケーシ ン指導を の 事

機器の活用について学  

・自立活動部 １５（ ）

教育支援研修会 

本校教 員 

・ 学校 高

等学校 特別支

援学校教 員 

発 障害等の障害特性を取り な

がら 特性に応じた学習 における

効果的な IC 活用の方 について知

る  

・教育支援部 

・自立活動部 
３（ ）

IC ・A に関する

教 作成研修会 
者 

スラ 応用教 OCA アプリ

教 ス ッ 作成

の ース別研修を して児童生徒の

障害特性に応じた教 を考える  

・自立活動部 （ ）

IWB を用いて自 の考えを

りやす 発表する 体  

機器の基本 作やアクセシビリ

ティ機能の 定な です

に活用するための iPad 研修  

研究部 教育支援部 自立活動部な

い い な 部の教員が研修の

師を  

（教 作成研修 ース ） 

作 た ー でおし り

（教 作成研修 ース ） 

作したク 教 割教  

（教 作成研修 ース ） 

めて ン 付けを 員も
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IC 支援員の役割と位置付け 
成２５  （学校 ） 

IC 活用支援 教師が で IWB 等を活用する の 置 用の  

児童生徒がタブレット PC を活用する の  

研修支援 IWB やタブレット PC の活用方 についての教師向け研修会の  

教 の作成支援 で活用する教 作成やその  

機器の導入支援 IC 機器の導入 や配置計画の  

その他 機器の ンテ ンスや学校 ー ー 作成  

用 I の取 や 要なアプリケーシ ンの ンストールな 機器の導入に る の を た 機器

の導入 は の に入 たり 児童生徒と関 りをも たりしながら 要な教 の作成や のアプリ

ケーシ ンの ンストール作 を た 児童生徒と関 りながら IC を活用する教師とのやりとりをした

とが な機器の導入と活用につなが たと考えら る  

 

成２ ２ （ 教育センターより １ ） 

教 の作成支援 で活用する教 作成やその  

・プ ラ 作成（C マク ） スラ 教 作成（Pow Poin ） 

機器の 理 用

支援 

で機器類を に活用するため ンテ ンスや ー ーの 置  

・ の 作 ンテ ンス 

・ 用 ー ーのセッティン アプリケーシ ンの導入 

・ に導入さ た機器類の 定

研修支援 教師向け研修会の  

 ・研修資料作成の  

 ・研修会における 師の  

成２ らは に学校に する ではな な たため の を たり 研修会を

したりする とが難し な た そのため 教 作成を に機器の ンテ ンスや研修会の を とし

た  

 

IC 支援員による教 作成の  

 

 

 
 
 
 
 
 

活用を する教師

ら IC 者へ教

の作成 が る 

者と し合い障

害の状 に応じて教

を作成する 

で た教 について IC

者 ら教師へ

の で する 

をもとに 教 を

したり より発 的な

教 を作成したりする 
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３ 連携して取り組む IC 活用 
 

IC ・A の活用は 関 機関や と連携をとりながら進めてい 要が る 学校 においては校

内で取り組 でいる IC ・A 機器を活用した活動を 生活の でも に取り組 生活の に してい

とがで るよ に連携をしてい とが 要で る た 障害特性に応じた IC ・A 機器活用に関する本校

の を地域の ・ 学校等に在 する特別な支援を要する児童生徒へ生 してい 要が ると考えて

いる  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラスト o o シン ル a 20031. i do. o  

専門機関との連携 
IC 機器の進 はめ し その活用方 も 研究さ ていると で る そ で 本研究を進めてい

に たり 部の専門機関の を ながら研究や活用を進めている  

 

特定 利活動  ながさ ン ィ プト ートセンター n on s .w . 2. o  

 ・ 情報に関する研修会・セ ーを さ ている 特に 情報技術に関するセ ーの内 は 本校

の IC 研究と関 りが大 いため 情報の共有に めている に一 さ ている A セ ーには本

校 らも の参 者が る は本校 員がセ ーの 師を める が り 本校の IC 研究の

情報発 を た  

 

大学（教育学部 工学部） 

 ・本校の IC を活用した指導 を見ていた や入 置等の について に応じていた い

た  

 

・事  

・  

・ 機関 生活での 
IC ・A 活用 

生活での IC ・A 活用 

アプリ・教 発 

研究 成 

教育での IC ・A 活用 
（一部 も む） 

IC ・A 活用の 
 

部の専門機関 

・   

・大 学 

・専門学校 

機関 

・就  

 

諫早特別支援学校 

教育機関 
・特別支援学校 

・保育 ・  

・ 学校・ 学校 

・高等学校 

・進学 の学校 
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保護者向け IC 研修会 

IC に対する保護者の関 の高 りを け 保護者対象のIC 研修会を した は３つの内 を

定し 保護者が児童生徒の や 関 に応じて選 して参 で るよ にした のよ な で研修

会を した とにより よりも一つ一つの研修が りの るものとな た 研修会は 内の他の肢体

不自由児を対象とする特別支援学校の保護者へも けて した  

 

保護者アンケート 

研修会 に したアンケートを抜粋して する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

全国肢体不自由 P A 連合会 愛媛大会（ 成２ ） 

in を活用した事例を本校 学部の保護者が発表した 保護者と学校が連携する とで IC 活用の を

や地域へと ていける とについて考えるよい機会とな た （資料２参 ） 

対象・参 者 内   

本校保護者 

他校保護者 

IC てなーに をテーマに に機器の 作を体 しながら IC の

基 基本についての研修を した  
２２（ ） 

IC て の も えるの をテーマに主に 障害の る児童生

徒の保護者を対象として した 体 習等を取り入 ながら障害特

性に応じた活用方 について した  

２５（ ） 

IC で する自立 をテーマに主に肢体不自由 一の障害の る児童

生徒の保護者を対象として した 障害特性を考慮して IC を活用する

とが より い学習 の 立につながる とについて した  

１ １ （ ） 

アンケート結果 

・アクセシビリティ機能活用で な を に さないための

機能がついているのはいいと い した  

・自 の もに合 ス ッ を の でも取り入 てもら

てそ を保護者にも教えて しいです  

・ もに なアプリを たら な 応するの な と

して た なり した もの に タッと るアプリを して

す  

・IC を活用する とによ て 障害の る ない に関 ら

ケーシ ンを にと るよ にな いなと い

した  

・ も の生活や学習に える機器がた さ る とが

り した で る が の に り えるよ

にならないとなと い した  
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特別支援学校の IC 教育に関するセンター的機能 

他の特別支援学校との情報共有 

本校は の特別支援学校の で 的に IC 機器が導入さ その研究を進めて た そのため 研修

や が ら ている 学校と を で 特別支援教育における 機器の有効性につい

てさらに認識を める とがで た た の機器の 状況 ット ーク等の状 を する とがで

その の で 学校が工夫を らしながら活用を目指しているとい とも た の な取組につい

ての情報を 共有してい との 要性も感じる とがで た 学校に 向いての研修会では IC 機器の

作方 けではな 障害特性を えて機器を活用する と アクセシビリティや A に関する とな 効果

的な活用に向けた研修を た  

 成２ ら特別支援教育就学奨励費拡充に い高等部生徒への IC 機器導入とい 大 な動 が

た 本校を め他の特別支援学校でも の機器導入 理においての体 りが課題とな ている そ で

他校でも機器の 定 理 用が しでも に とがで るよ にと 本校での での 機器の導

入を り りながら 教育 員会と とな を て た タブレット PC が える での に

を け 児童生徒の学習活動に しでも早 活用する とがで るよ に も 学校 で情報 を活

発に てい たい  

地域の学校への支援 

本校では 教育支援部を として ・ 学校等の特別支援教育に関する教育 を ている

らはその一 として主に 早 の ・ 学校の特別支援学 者を対象に IC 研修会を に して た

は 合理的配慮としての IC 機器活用について と題して 発 障害等の障害特性を取り ながら

特性に応じた学習 における効果的なIC 機器活用方 について研修を た 研修会の参 者 らは 機

器導入に関しての な 見を とがで た  

研修会 のアンケートを に抜粋して する  

らは教育支援部とも連携をしながら 地域の 学校へのIC 機器の活用方 や タル教 の

な を て た 科 の 障害の る児童生徒の教 の充 に関する 会報 では 特別支援

学校には 地域の ・ ・高等学校等における障害の る児童生徒のための教 等の充 （教 等に関する情

報 教 等の選定方 指導方 そ らを り 別の指導計画の作成を む）に関する支援の

が ら ている 学校にタブレット PC や IWB の導入が さ た とにより 特別支援学校において

は ・A 機器も に入 た支援方 について や ので る専門性が めら ている  

障害の る児童生徒の教 の充 に関する 会報  www. . o. a n s o o o a ia 1339114.   

アンケート結果 

・IC 活用の効果 さがよ た い い な課題も るが より い支援への選 肢として その課

題は していける とも いと  

・ とが な児童を 任してい す タブレット PC な の 立てが参考になり した  

・IC の有効性について認識する とがで した た 活用する は 活用する に ら ているの

で 見 しをも た計画 活用が 要 とい とも理 で した  

・ 体 さ てもら とで 児童た が 的に取り組むのは ら と感じ した 学校でも が

いたいなと てい す  

・生徒が感じている困難さについてい い と しい見方がで るよ になり した  
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 研究  

 

タブレット PC 

集計   2015 4 ～2015 10  

集計方   教員の への 入 

集計対象  iO   28  

Windows    3  

（学部別の の推 ） 

 
 
 
 
 

 

の は で 430 で た の は で 550 で た の

Windows の は 29 で る 6 はiPadの 作に関する研修会が さ たため

その他 の の が見ら た 成２５ の は で 110 で た の２ で５

活用さ るよ にな た とが る  

（教育課 の類 別 し し利用 の内 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

成２ は が が不 し 課 用の が 課 の指導で活用さ る とが た そ

のため 課 用の で ても教科等合 た指導での活用が集計さ ている た 学部 高等部

で 課 C 類 に国 学とい た教科が 定さ たため 課 C 類 での教科での活用が したと考

えら る  

 高等部に就学奨励費の拡充に て導入さ ている は集計に ていない  

 Windows においては課 別の 定がないため 集計に めていない  

  高 訪 他 計 

１学 357 726 752 51 262 2148

２学 252 515 329 22 35 1153

計 609 1241 1081 73 297 3301

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

4 5 6 7 9 10

他
訪
高

0 200 400 600 800 1000 1200

AB

C

教科 教科等を合 た指導 自立活動 その他
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教科別の活用割合 

（ 課 ～ 課 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術・ には ・ での活用 が ている  

理科には 生活科（ 学校）での活用 が ている  

国 ・ 学 の の活用 はそ の教科に して ントした  

教科等を合 た指導の活用 は ていない  

 

（ 課 ～ 課 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科には 生活科（ 学校）での活用 が ている  

 

 

学校全体での iO

の教科別活用の割合を見

ると 国 と ・ 学での

活用割合が に高

た 学部 高等部ではす

ての課 で国 学の

が 定さ ている と

に え 国 ・ 学

の が い 向に るた

め と考えら る  

課 の iO の

教科別活用の割合を見る

と 特に国 の活用割合が

に高い結果とな た

の と ら 学校全体の

活用割合の ・

学の割合は 課 の 国

・ 学 の ントの

を けていると推 で る

なお は類 別に 定

さ ているものの しも

類 の学習の で活

用さ ている けではない

ので で参考 とな

る  
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IWB 

集計 2015 4 ～2015 10  

集計方 教員の 入 

集計対象 本研究で導入した 2   

理科 に の 1 は ない 

 

（学部別 の推 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の は で 60 で た の は で 85 で た 成２５

の は で 17 で た の２ で５ 活用さ るよ にな た とが る  
 

（教科別の の内 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IWB は 教育課 の類 別で機器を けていないため学部別に集計している  

高等部の活用 が の と ４ に している その要 は 高等部において

ら タル教科 を導入した教科が た とと タル教科 はないが自作の タル ンテン を拡大し

て表 するな 校内研修を けて で活用する教員が えた とが ら る  

  高 訪 他 計 

１学 50 82 189 0 6 327

２学 27 65 89 0 1 182

計 77 147 278 0 7 509
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IC や A を活用した指導の評価 
の研究の成果を評価するために 本校教師（ 学部 学部 高等部 訪問教育）を対象に IC 活用

に関するアンケートを した  

教師を対象としたアンケートの結果 （有効  81） 

 全体の 90 の教師が ら の IC 機器を活用している とが た と ると iPad と IWB の

活用が 10 している IWB の がプ クターや大 の活用割合の に関連していると考えら

る た 60 の教師が IC 機器を 活用している とが た  

 

（IC 機器を た学習の有効性について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IC を活用した指導の要 けで学 が向 した を る とは難しいため 教科の評価の に らして

IC を活用している教師に活用した 感を いた と の で 80 の教師が有効性を感じている

とが た 特に 関 ・ ・ に対し有効 と感じる教師の さが で た  

78

43 42

5 11

iPad IWB プ クター

や大

その他の

機器

用して

いない

（活用しているIC 機器類）

り

10

50
30

10

（IC 機器を活用する

に に 学 に

26

50

24

技能

25

64

11

知識・理

大 感じる 感じる り感じない た 感じない

44
56

関 ・ ・

21

67

12

考・ ・表
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A について 71 の教師が る と している の割合は に 14 している  A の

認知 と じよ にA 機器類の活用 も の 向に る らの結果は 本校で ている校内研修の

成果と考えら る 障害の に応じて 要な技術的支援を てい とい A の考え方や技術の利用は IC

を活用とする に ントとなる けでな 特別支援学校の学習全 に 関連するもので る も研修を

め 認知 を てい 要が る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26

45

15

14

（A の認知 ）

な で で る な とな る

は いた と る 知らない

11

4425

18
2

（A 機器を活用する

に に

学 に その他

42
32 28

36 35

（活用しているA 機器類）

り
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（A 機器を た学習の有効性について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では本研究に取り組む らA 機器で る OCAを 生活での ケーシ ンの の一つと

して活用したり ス ッ ト や B ア プター等の ント ール 置を用いて 自立活動の指導（ の

ケーシ ン指導や 果関 の理 につながる学習な ）を たりして た A 機器自体が教科の指導に

活用さ る とは ないが 学校として のよ な機器の有効性を 的に評価した とはな たため 本研

究を機に ら IC の有効性の と を えてその有効性の を ている  

の結果 IC 機器の有効性と に A 機器も 関 ・ ・ をはじめとして有効で るとの が

見ら た  

（IC ・A 機器を活用するための研修について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した校内研修の有用性についての 問においては IC ・A 機器を活用しよ とする に課題となりやす

い 作方 について知りたい教師が い とが がえる た IC の考え方や IC ・A に関連する自立活動

についての有用性を感じる教師が た とは より効果的に機器を お とする 識の表 と考えら る  

14

64

22

知識・理

29

58

13

技能

16

64

20

考・ ・表

25

71

4

関 ・ ・

大 感じる 感じる り感じない た 感じない

51
67 73

32

4 2

特に有用 た研修

り
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児童生徒を対象としたアンケートの結果 （有効  47）    

学部 ら高等部 での児童生徒の アンケートに が 能な児童生徒（ ・ 課 課 A 類

の一部の児童生徒）に した （0.5 は り ているため 合計が 100 にならない ラ が る ） 

iPad の活用 

 

 

 

 

 

 

感  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に引 iPad を とで学習に 的に取り組めている児童生徒が いる とが た

の しさ と 覚的な りやすさ が 考えやすさ や 理 につなが ていると推 で る  

70

27

2
（関 ・ ・ ）

とても

り ない た ない

36

49

16

（ 考・ ・表 ）

とても

り ない た ない

5631

13

（知識・理 ）

とても

り ない た ない

自由 の感 より 

（関 ・ ・ ） 

・iPad の 作が です 作が しい  

・拡大がで るので見やす 学習しやすい  

（ 考・ ・表 ） 

・教科 の ー が画 に るので りやすい  

・３ な の を しやすい  

（技能） 

・ とに が るので ている に ける  

・ 活動で とめやすい  

（知識・理 ） 

・ は をタップして選 け ら りやすい  

・ にでも て けて す に ら る  

44

33

22

（技能）

とても

り ない た ない

94

6

（iPadを た学習 ）

る ない
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IWB の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

感  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に 考・ ・表 の割合に が見ら た の特徴で る の や資料

の拡大 な を た とで 児童生徒が課題を えたり 考えやす な たりし 理 につなが ていると推

で る  

85

15

IWB活用

る ない

5345

3

（関 ・ ・ ）

とても

り ない た ない

38

48

13

3

知識・理

とても

り ない た ない

自由 の感 より 

（関 ・ ・ ） 

・拡大がで て見やすい  

（ 考・ ・表 ） 

・ や ラ な が見やすい  

・ ンで作 たものをその 発表で る  

・iPad と 用する とで 見 がしやすい  

（技能） 

・ えを たと にす に見て 認で る  

・タッ ンが える  

（知識・理 ） 

・ を見たりする ら りやすい  

・ ンター ットで ら るのが い  

43

50

8

（ 考・ ・表 ）

とても

り ない た ない

31

49

18

3

（技能）

とても

り ない た ない
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支援技術（IC ・ ）活用の自己評価マトリクスの結果 

特別支援学校で効果的に IC 機器を活用するためには支援技術の導入が 要となる そ で 国立特別支

援教育 合研究 が 発した 支援技術（A ）活用の自己評価マトリクス 特別支援学校（肢体不自由） を

し での本校の IC ・A に対する組織としての取組を り るとともに課題を導 す ととした 本

マトリクスは の取組ではな 学校組織としての取組を評定するもので る 評定は 理 関 主任

等の合 によ て た （ 成２ １ 成２ １１ ）  

 
（ シートの結果 成２ １１ ）  
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本マトリクスは 障害の る児童生徒が学習する で 要とする や 見 な の ーテクの

A 活用も めて考える とを基本として作成さ たもので る し し 本研究では主に IC 機器や A

（ oni  and in o a ion as d Assis i  no o 情報 技術を ースとする支援技術）の活

用について評価を ため シートの A を IC ・A とするな リ ル の表 を一部 した諫早特

別支援学校 を用いて した  

支援技術（A ）活用の自己評価マトリクス 特別支援学校（肢体不自由） （ リ ル ） は 国立特別

支援教育 合研究 の W ー で ン ー （ クセル ータ）して活用する とがで る  

www.nis . o. s 8 6741 52 290.  

 

参考  

国立特別支援教育 合研究 . 2014 .特別支援学校（肢体不自由）におけるアシスティブ・テク ー活用のた

めの  A  組織的な取組の 進をめ して  アース教育  
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成２ の評定（ 成２  １                    ） 

成２ の評定（ 成２ １１                    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

支援技術（IC ・ ）の

ー の

ー

の

ー の

に 要な機

器等の

ー の

の組織

ー の

の対象

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

別の指導計画等の

活用

IC ・A 活用のための

アセス ントの進め方

IC ・A 活用

についての保

護者との共

理

アセス ント結

果の指導計画

への

活用のための

情報の指導計画等への

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

支援技術（IC ・ ）の

指導についての教 員

の共 理

機器の指導計画の

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

支援技術（IC ・ ）の

有効性の評価

IC ・A 活用

の 成的評価

評価における

性

的評価と

計画の
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0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

支援技術（IC ・ ）の

ーアップ

保護者の参

本 の参

の活用

の

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

支援技術（IC ・ ）の

情報 と

利用のための ラ ン

で る部

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

研修・ 育成

研修の 画

活用のための

部 への理
に計

地域リ ースの活用 ー ー ンの

配置・育成

0.0

2.0

4.0

テ リの評定の

A 支援技術の

ー の

B 別の

指導計画

等の活用

C 支援技術

の

支援技術の有効性の

評価

支援技術

の

支援技術の

情報 と

研修・

育成
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成果と課題  
支援技術（IC ・ ）活用の自己評価マトリクスの結果より 

（ テ リ テ リ内 の推 ） 

評価する指  評定（ 26 評定（ 27）  

 支援技術（IC ・ ）の ー の  2.5  3.5   1.0

1 ー の の対象  2.0 4.0 2.0

2 ー の の組織  2.0 4.0 2.0

3 ー の  2.0 3.0 1.0

4 ー の に 要な機器等の  4.0 3.0 1.0

 別の指導計画等の活用 1.5  3.0  1.5

1 IC ・ の活用のためのアセス ントの進め方  1.0 3.0 2.0

2 アセス ント結果の指導計画への  1.0 3.0 2.0

3 活用のための情報の指導計画等への  2.0 3.0 1.0

4 IC ・ 活用についての保護者との共 理  2.0 3.0 1.0

支援技術（IC ・ ）の  2.7  3.3  0.6

1 指導についての教 員 の共 理  2.0 3.0 1.0

2 機器の  4.0 3.0 1.0

3 指導計画の  2.0 4.0 2.0

支援技術（IC ・ ）の有効性の評価 2.7  3.7  1.0

1 IC ・ 活用の 成的評価  3.0 3.0 0.0

2 評価における 性  2.0 4.0 2.0

3 的評価と計画の  3.0 4.0 1.0

支援技術（IC ・ ）の  1.3  2.5  1.2

1 ーアップ  2.0 3.0 1.0

2 の活用 の  1.0 2.0 1.0

3 本 の参  1.0 2.0 1.0

4 保護者の参  1.0 3.0 2.0

支援技術（IC ・ ）の情報 と  2.5  3.5  1.0

1 利用のための ラ ン  2.0 3.0 1.0

2 で る部  3.0 4.0 1.0

研修・ 育成 3.6  4.0  0.4

1 研修の 画  5.0 5.0 0.0

2 活用のための部 への理  4.0 4.0 0.0

3 ー ー ンの配置・育成  3.0 4.0 1.0

4 地域リ ースの活用  3.0 3.0 0.0

5 に計  3.0 4.0 1.0
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成２ と しす て テ リ で向 が見ら たが テ リ内の 目においては が見ら

な たり 評定が したりした 目が た  

（評定が した 目） 

A.支援技術（IC ・A ）の ー の ー の に 要な機器等の と C.支援技術（IC ・A ）

機器の は 1.0 ント評定が が ている は 校内研修等により 機器の 作の 方を習

した教 員や機器を活用した指導の有効性を感じ たに活用しよ とする教 員が した とにより 機器

の が り 機器が不 する とが たため と考えら る た ケーシ ン ールや

の 活動として活用する児童生徒が 1 を して を りる とも る のよ に生活を支援する ー

ルとしての活用が えた とも機器が不 した要 と考えら る 学校として計画的に機器の 導入

を進めてい とともに ら た機器を 用してい 工夫が 要とな て る  

 

（評定が らな た 目） 

評定が らな たものの として 3.0 ント の評定で たものは .支援技術（IC ・A ）

の有効性の評価 IC ・A 活用の 成的評価 と .研修・ 育成 地域リ ースの活用 で た 成的

評価に関しては の指導を 任 で評価してい で IC や A の活用を評価する機会は るものの そ

を特 した ータとして したり し したりする とはな たため ントがそ 高 ならな

たのではない と考えら る 任 等の の目で評価してい に りはないが 別の指

導計画等へ 識的に評価を してい とで IC ・A の活用を るとともに な を してい

たい 地域リ ースの活用についての ントが らな た は IC ・A に関する 研修会を 校

内の で て た とと 教 作成・ 発は教育センターの IC 支援員の ートを けているもののその

取組が学校の全ての児童生徒に では が ていないため と考えら る 他の特別支援学校では 高専や

工 高校と連携して 要な入 置の 発や作成を ているとい た取組もなさ ている さらに高

な技術を要する を 要が た な は地域のリ ースの活用も してい なけ ならない  

 

（評定が大 した 目） 

テ リの B. 別の指導計画等の活用 .支援技術（IC ・A ）の に関しては 評定が 1.2 ント

している 別の指導計画等の活用の ントの は 自立活動部が本校の自立活動 ックリス

トで を した に合 て参考にする とがで る IC ・A ックシートを作成 した とや 校内で

の IC ・A の が定 し 指導計画立 の ら導入を する とが えて たため と考えら る

し し 校内の共 理 は さ ていない 自立活動部が となりす ての児童生徒の IC ・

A 活用の ー を した指導計画立 を目指してい たい た 支援技術の の ントの に関

しては 保護者研修会を充 した とにより し つ保護者の IC

やA に対する 識が高 て た とが していると考えら る

では るが 学校での を けて でも じよ な方

で IC ・A を活用しよ とする動 も はじめた た 機器の

入をしたり 入を したりした は えて ている

での取組を しで る学校の ーアップが 要とな て

る   

 

 

自宅で のス ッ と リモ ンを

て プレー ーを 作する取組 
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本 に計画した課題 のための主な取組とその成果 

A での IC 機器活用の推進 

 IC 機器が 的に導入さ るよ になり 本校で したIC ・A マトリクスや教師向けアンケートの結果

らは IC ・A を活用するための研修の 要性が見えて た 学校に導入さ ている機器の 作方 やアプリ

の 類を知 てお とは 要で るが そ を のよ に活用する とがで るの そ を活用する とで

が 能になるの とい た IC 機器を活用する目的や を にしてお とが 要で る た スマート

ンやタブレット PC の により IC 機器が なものとな て てはいるが 特別支援学校で活用さ る

機器の には特 なものや高 な を 要とするものも な ない の機器の情報や障害特性に応じ

て で る機能について知 ている とも めら て る も教 員一 一 の ー やス ルに応じ

た研修を し IC ・A の活用に 要な知識や技術を本校の教師が 的な専門性として に付ける とが

で るよ に計画してい たい  

 

B の らいに応じた効果的な活用 

報 会 に した事例の には を じて取り組 て

いるものが る そのよ な事例の らい つ は 学 と

に研究部や自立活動部が主 する研修会の で校内全体に報

し 校内の 員に したり 活用方 について したりし

て た のよ な の児童生徒が を目 に な て

（IC ・A ）を活用して学習するの とい 本校の IC 活用の基本

的な方 を基 として その の を ら にして た と

がより効果的な活用につなが たと考えら る  

本研究は 教師が児童生徒の障害の状 に応じて IC 機器

等を活用した りやすい を とがで るよ になる と

を ら とともに 児童生徒が学習 生活 の困難に対し IC

機器等の ートを ける とで 学 や ケーシ ン能

等を向 さ る とを目的として研究して た  

教師 児童生徒に向けたアンケートの結果 らは 学習の

目 に て機器類を選 して学習の ールとして活用する と

は 学習への 的な参 と学習内 の理 に効果的で る

とが た 肢体不自由の児童生徒が学習する で教師に

ていた 作を IC ・A 機器を活用する とで児童生徒が自ら

とがで るよ にな た事例が る 例え 国 の に

い を ー をめ る とが困難 た生徒が アプ

リを とで 要な情報にす や アクセスする とがで る

よ にな た た 理科の や いものを見ると な に 児童生徒がタブレット PC を て や動画

を し 拡大したり ス ーモーシ ンで 生したりして えよ とする も見ら ている 機器そのもので

は学習目 を 成する とはで ないが 学習目 の 成に向けて学習を支援する ールとしては大 有効

で た  

IC 機器を生活の ールとして活用する とでより主体的に ケーシ ンをとる とがで るよ にな た

児童生徒が えている は教師が を し 児童の える内 を しながら ていた 活動が

タップ 作を で る 部ス ッ と

を 定するアー を取り入 ながらス

トップモーシ ンア を作成する  

ン ーに 部ス ッ を し

て 作し 理する  
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IC や A の技術により 児童一 で えるよ にな た事例が

る の児童は 動 で 動し タブレット PC の OCA ア

プリ て 要な ー を選 しながら を発して他者と

ケーシ ンをと ている とりでで た とい 成感を ると

ともに の教師や ら や を ける とで自己

有用感も高 ている で る  

のよ な結果 ら本校のIC 活用の基本方 をさらに発 さ

本校の児童生徒が を見 えながら IC ・A を活用して

い 概 を に す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ を見 えた IC ・A の活用） 

 

 

C 障害の状 に対応した てや配慮の  

特別支援学校において機器を効果的に活用するためには 機器の特徴を知り その 作がで る とに

え児童生徒の障害特性を理 した えで の目 に応じて 機器を選定したり 導入したりするス ルが

要で る 研究 は機器を とに を置いており 機器の 作に関する研修会への ー が高

たが ２ 目 ３ 目は 作 けでな 障害特性の理 とそ に応じた支援や 体的な IC 活用の ー

の高 りが た  

 

 IC を活用した指導の な 用 

３ の研究の で研究課題に応じて研修や支援に関 る研究組織や関 する校 部の や

を えて た IC を活用する で 要となる A の考え方を校内に さ るため 成２ には自立活

動専任を として自立活動部が研究に関 るよ にな た 自立活動部が障害特性の理 や自立活動にお

ける機器の導入や選定に関 る研修を した とで の指導との関連を にする とがで た た

教育支援部には情報 者を に本研究の より機器の 理や 用についての を て た

効果的な IC 機器類の活用 

・困難さの  

・ りやすさ 

・ として 

OCAアプリを て 主体的に

ケーシ ンをとりながら 活動な の役

割を果たす  

児童生徒の  

・障害の状  

・障害特性の理  

・学 方の特徴の理  

 

学習目 の 成 

・学習内 の習  

 

自立した な生活へ 

・主体的な活動 

・ ケーシ ン の向  

・ の充  

学習内 の

定  

の指導 

の向
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成２ には他の学校 ら IC に関する や見学の ー が高 て たため 教育 者と し

学校 に機器を したり 教育 の情報 をしたりする体 をと た IC や A に関する は専

門的な内 が るため の学校で機器に しい教師にその が ら ている そのため 機器に し

い教 員が 動にな た とで活用が てし とい 事 に る とも な ない IC ・A の活用が合理的

配慮の一つとして えら る とを考えると 機器やその活用についての知識や技術を有する ー ー ンの

育成 けではな 組織として IC ・A の活用を推進してい 体 りが めら る  

 

 教育支援における IC 活用 

においては高等部生徒へ就学奨励費によるタブレットPCの導入が り には全ての生徒が

そ を自宅等へ る ととな ている タブレット PC が学校 けで活用さ る学習の ールとして けでは

な 障害の る児童生徒が自ら生活の で活用する とで 障害による困難さを さ てい とい が

もた ている た 内の ・ 学校や他の特別支援学校への IC 機器の配 も進 はその活

用方 について さ てい ととなる で障害の る児童生徒の IC 機器を活用した指導について

の研究に取り組 で た本校は その成果を情報発 してい 役割が る 特別支援学校の 置目的は 障

害の る児童生徒の に応じた指導の充 と の 会参 で る 児童生徒の を見 えた活

用についての発 に めてい たい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器を活用した指導 

研究と研修の  

・指導の目的と 要性  

・活用方 と支援技術  

・教科等の特性に合 た活用 

機器を活用した支援 

 機器活用の 計画と校内 支援 

・保護者との連携  
・活用の への な 支援 
・他の特別支援学校への支援 
・地域の 学校等への支援 

校内での指導を
につな 取組 
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事例集の見方 
対象児童生徒が する教育課 の類 や学部 学  

 

題  

学習の目 や活動の らい 

 ・ の目 や活動の目 を 入してい す IC 活用の目 では り  

対象児童生徒について 

・対象とする児童生徒や集 について のよ な障害特性が るの のよ な学習 や生活 の困難

が るの を いてい す  

機器類 

・ で主に IC 機器類や支援機器 です  

アプリケーシ ン等 

・ で主に アプリケーシ ン類を てい す  

機器活用の ント 指導の  

・活用の主体が教師なの 児童生徒なの を 入してい す  

・機器類を 理由や ント での指導の について 入してい す  

の  

・ で してい すので参 の目 にして さい  

活用の  

・機器の 置状況や 機器の 活用している の画 です  

 

本校の教育課 の類  

教育課 の類  

課  学校 高等学校の学習指導要 に じた教育課  

課  教科の目 ・内 の一部を 学 ・ 学部に えた教育課  

課  

知的障害特別支援学校の教科に した教育課  

A 類  知的障害特別支援学校の 学部 の 教科の内  

B 類  知的障害特別支援学校の 学部 の 教科の内  

C 類  自立活動の内 と知的障害特別支援学校の 学部 の 教科の内  

課  訪問教育による教育課  
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事例一覧 （ 成２ １ ２ に した IC 研究 報 会の 資料として作成） 

 No. 
学部 

課  
学  対象   機器類 主な らい  

 1 
 

 
２  ２  国  

iPad 

OCA アプリ 
発表の ール 

学習  

No.2 と関連 

 2 
 

 
２  １  自立活動 

iPad 

OCA アプリ 

覚・ 知覚 

の表  

学習  

No.1 と関連 

３ 3 
 

B 
４  １  国  

iPad 

OCA アプリ 

機器を活用した

ケーシ ン 

学習  

１  

３ 4 
 

C 
３  １  自立活動 

o ii  

自作教  

自己選  

ケーシ ン 

３教  

No.5 と

３ 5 
 

C 
３  １  自立活動 

iPad 

OCA アプリ 

機器を活用した

ケーシ ン 

３教  

No.4 と

３ 6 
 

C 
５  １  自立活動 

iPad 

i Pad o  

の  

ケーシ ン 
５教  

 7 
 

 
１  ４  理科 

IWB 

画 ラ iPad

象的な 考の支援 

覚的な支援 
理科  

8 
 

 
１～３   術 iPad 

象的な 考の支援 

作活動 
体育  

 9 
 

A 
１～３  ４  国  IWB 

教 の  

ートテ ン  
１ １教  

 10 
 

C 
１  １  国 ・ 学 iPad 

応  

の表  
体育  

 11 
 

 
２  １  自立活動 iPad 

覚的な 理 

の理 や 作 
２  

３ 12 
高 

 
２  ４   IWB タル教科 の活用 高２ １教  

13 
高 

 
２  ４   iPad 

象的な 考の支援 

覚的な支援 
体育  

３ 14 
高 

 
１  ５  情報 

iPad in  

o ii  

機器の 

アクセシビリティ活用 
ン  

 15 
高 

 
２  １  自立活動 iPad 

 

り りの ール 
感覚  

16 
高 

C 
２  １  自立活動 

a  

自作教  

肢の 動機能 

に応じた教 作成 
体育  

３ 17 
訪  

 
２  １  自立活動 a  在宅生との  

学習  

（s ） 

 18  ２  １  国 ・ 学 iPad 教 での活用 体育  
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事例（ ） 

でビ しているもの  

No. 
学部 

課  
学  対象   機器類 主な らい  

 19 
 

 

１～

２  
４  生活 

iPad 

大  
り りの ール 26 

 20 
 

A 
１  ３  国  

iPad Win a  

IWB 

タル ンテン の活

用 
26 

21 
 

A 

１～

３  
  

IWB 

画 ラ iPad

りやすい課題  

覚的な支援 
26 

22 
高 

AB 

２～

３  
５  作 学習

Win a  

大  

覚的な支援 

り りの ール 
26 

  

事例シートの  

No. 
学部 

課  
学  対象   機器類 主な らい  

23 
 

 
３  ３  会 

ート PC iPad 

大  
障害に応じた機器利用 26 

24 
 

B 
３  １   

iPad 

自作教  
自作教 の活用 26 

25 
 

B 

１～

３  
４  生活 学習

IWB 

自作教  
自作教 の活用 26 

26 
 

BC 
３   生活の指導

iPad 

自作教  

見 しの  

覚的な支援 
26 

27 
 

C 
５  １  自立活動

ス ッ  

ステップ ステップ 

機器を活用した

ケーシ ン 
26 

28 
高 

C 
１  ５  自立活動

Win a  

大  

りやすい課題  

見 しの  
26 

29 
 

A 
 １  国  

in  

WinPC iPad 
での 入  25 

30 
高 

B 
１  ３  学 iPad アプリを活用した学習 25 

 



Web���������� P50�P112�����	����
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参考・引用 

 

2010 教育の情報 ビ ン 21 に さ しい学 と学校の を目指して 部科学  

2011 る のための て もに で た を 感さ る指導の  

大学 特別支援学校 

2014 発 障害の る た のための IC 活用 ン ブック 特別支援学  教育大学 

2014 発 障害の る た のための IC 活用 ン ブック 指導教  教育大学 

2015 肢体不自由児のためのタブレット PC の活用 本肢体不自由 会 

2015  特別支援教育と A   １集 集 

2013 タブレット PC・スマ の もの教育  夫 

2014 Asss i  no o A n a i  Co ni a ion Con n  2014 

 

2015 IC 教育推進事  成 26  研究 報 （ ２ ） 諫早特別支援学校 

2014 IC 教育推進事  成 25  研究 報 （ １ ） 諫早特別支援学校 

2015 IC を活用した指導事例集（ ２集） 諫早特別支援学校 

2014 IC を活用した指導事例集（ １集） 諫早特別支援学校 

 

IC 教育や A に関する情報 

IC 教育 

部科学  教育の情報    o o a. . o.  

障害者 I 地域支援センター   www. o o i n . o  

のプ クト    a o .o  

愛知 立 い特別支援学校 PP    www. . a oo . o a .sin 2011  

ップレットプ クト   d o .ddo.   

大学 科学技術研究センター OC プ クト   o . o o  

O I  APAN   doi a an.o doi  

教育センター IC 教育    www. d . .na asa i.  

 

A  

立  国立特別支援教育 合研究  i ラ ブラリー   o .nis . o. i i a do s  

A AC  www. a .o a a   

マ ルト ックス  www. a i a o o .o  

A 利用 進 会  www. a .o  

 

IC 機器 

A と教育    www.a . o d a ion  

i oso （教育機関の へ）  www. i oso . o a d a ion  

ア教育 ト    ion . . o d  
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資料１ IC 教育推進研究アンケート 
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資料２ 全肢 P 連発表資料（抜粋） 
 

 

 

 
（ （ A  

A

（ A Yes No

A
A

ST

 
A

A
A
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A

A

 

（

 
 
（ （ B  

B
（ B

B

TV

B

B

B
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B
B

B VOCA
 

 
PTA  

PTA

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

26 P  
（  

 

PTA ICT  
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資料３ 導入機器一覧（本研究関連） 

機器   
 

25 26 27 

 

タブレット PC 連携 ト 

画 ラ 

AN アクセス ント 

アクセス ント集 理 ト 

ア CB 50  

ア シンクプ ット 

P in on PC60A 

B A O WAP AP 600  

B A O BN A  

２ 

１ 

２ 

４ 

１ 

 

 

 

３

 

 

 

 

 

 

タブレット PC（Windows） 

合 ト 

アー スタン  

特 ラ 

ラ用 ト ア 

 I IC 572   

i oso O i 2013P o ssionaA ad i  

ン プラ  100 043 

in  o  Windows 

OA P o（ ） 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット PC（iO ） 

ストリー ン 機器 

本体保護ケース（iPad） 

画 保護 ィル （iPad） 

ー ー （iPad） 

iPad（ 4 ） 

A  

ン プラ P A IPA 213 

ン プラ  C IPA 2  

ー ー トー ン o  iPad 用 

２４ 

３ 

２４ 

２４ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）

 

特 保護ケース（iPad） 

タブレット PC（iO ） 

本体保護ケース（iPad ini２） 

画 保護 ィル （iPad ini２） 

タブレット PC 保  

A 利用 進 会 iPad プ テクトケース 

iPad ini２ 

ン プラ  P A IPA 43B  

ン プラ  C IP  

ン プラ  CAI CAB  

３ 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

理 置 

タブレット 理用PC 

モリーリー ー 

i a  

iPod o  

タ マー 

a Boo  P o 13 ン ina 

ー リー ー（iPad 用） 

086 A 

643 A 16 B 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

１

２

 

 

（１）

タブレット PC（Windows） 

合 ト 

リンクステーシ ン  ２ B 

プ クタ 

ビ ン テレビ 

a o2 256 B 

i oso  O i  o  And B sin ss 2013 

410 0201 

ICO  P  W 4240N 

I A50  

 ２

１

１

１

１

ィスプレ スタン  

B oo ー ー  

タブレット PC リー 

で iPad 専用 BO ACア プタ 

タブレット PC アスタン  

C P １２  

BP044B  

BA BO 4B  

1007 1008 1009 

100 058B  

 １

３

３ 

１ 

２ 
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機器   
 

25 26 27 

ス ー I ケーブル 

ー ィ ケーブル 

i Pad タッ ー 

in セン ー アスタン  

ー ィ レシー ー 

20 50 C 

A2 50  

I 1 

N1 

B A PA 400B  

 １ 

１ 

３ 

１ 

１

 

 

（１）

A ア プタ 

i i a  A ア プタ 

タブレット PC（Windows） 

タブレット PC（iO ） 

画 保護 ィル （iPad） 

ス ー I ケーブル 

825 A 

826 A  

a o3 256 B 

iPad Ai  ４  

ン プラ  C IPA 6BCA  

20 50 C 

 １

１ （１）

（１）

（１）

（１）

（１）

ィスプレ I ア プタ 

ィスプレ スタン  

i スア スタブル ット 

i スア スタブル ー

ルアー タ プ 

i sin  

IC 

シ ィック プラ  

シ ィック プラ  

 

 ２

１

（１）

１

 

 成２ の ・ ーラ スト 会 による ン等情報機器教 によるもの 

（ ） 成２ さ え 教 導入機器 

 

 

IMG_0284.MOV

 

AN アクセス ント 

 

i スア スタブル ー ルアー  

 

特 保護ケース・ ー ー  

 

本体保護ケース（ ） 
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資料４ 機器概要 （本校 の ） 

iO  

   iPad 

     

iPod 

 

（ 理・ 用）         

・ 理用の PC（ a Boo  P o）1 に ータを集 し i n s を用いて B でアプリの ンストール等を

ている  

・教育課 の類 別に A  o 用の A  I を取 している 教科指導用のアプリは 課 向け に

OCA アプリは AB 課 向けに とい よ にアプリの 類で ループ けしているが 類 によら い

のよいアプリや 料のアプリに関しては全 に共 して ンストールさ ているものも い や児童

生徒の に応じて 要な を活用している  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iO の特徴） 

 ・iO の は Windows のタブレット PC に 作がシンプルで 感的に 作する とがで るため

本校の児童生徒にも 作がしやすい とな ている た タブレット PC iPad に特 さ たアプリケーシ

ンが に用 さ ており 学習の目 に応じたアプリケーシ ンが見つけやすい とも特徴で る アク

セシビリティ機能の高さ ら特別支援教育の に導入さ る とが 的に研究さ た事例も

い  

 ・ では i oso の Wo d や Pow Poin を て教 を作成する とが たため そ らの教

は P する Pa s や no とい た iO 用のアプリケーシ ンに す 要が た 成 26

11 に iO 用の O i が 本でも さ たため Windows 用の O i で作成した教 との 性が保

た るよ にな た  

iPad   32 B （ 4 ） 24  

iPad ini   32 B （ 1 ） 2  

iPod o  16 B （ 5 ） 2  

     

る とで や画 の

が る 器アプリ

や 本アプリな が い

知的教科の指導に活用

で るアプリや OCA ア

プリな が い  

な 教科指導に活

用で るアプリが い  

iPod 01 

iPod 02 
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Windows  

 

 

 

（Windows の特徴） 

・Windows は 在の PC（ スクトップ ートを む）の主 とな ている O で る そのためアプリケーシ ン

類が に充 しており 有 で作成さ た リーの教 トな も に に入 る とがで る Ado  

as を利用した ラッシ 教 は な教育機関で研究や教 の作成がなさ ているが iO でそ

らの トを 用する とは難しい （不 能ではないが が い） Windows を したタブレット PC は

基本的にそ らの トを おり 用する とがで る た 教員や児童生徒が い た Wo d や

Pow Poin で 作した教 や ルをその 用する とがで る  

・教 を作るための トも な 類のものが る 感的な 作で 作で るものな も り そ らを活

用する とによ て な の教 が 的 に 作で る   

・ B や B oo な で する の Windows 用の 機器も その 用で る  

・Windows .1 については の スクトップ画 に え スマート ン の ト ー ー ンター

スが用 さ ている つの画 を り えながら利用する とが 能で る  

 

（活用例） 

・ の 取りが難しい児童生徒に対してプ クターで Pow Poin を し ア ーシ ンや拡大

表 で 内 を見やす 表 する とで の内 を りやす える とがで る た その 動画

や の 生な も とで より 体的に内 を えるよ 工夫する ともで る  

・ ンター ットを利用した や テストの に ント機能を利用して発表する ともで る  

 

 

 

 

 

 

 

          

                

a  P o２ Windows １ 2  

I IC 572   Windows  １  

Pow Poin で 作した教 ア ーシ
ンや ブ クトの動作  を 用し

表 してい  

Pow Poin で 作した教 タッ
ルの機能を利用して 生徒が 的に
参 で るよ に工夫した  

ールで作 た ー
一 ース部 を 作す
生徒に応じて で る  
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（概要） 

IWB は PC の画 を ィスプレ に し す とがで る ィスプレ を 作し や ラストを

り 画 を拡大・ したりで る 取り 表や画 等を る とがで 見やすい で

さ る ともで る  

 

（活用方 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（タブレット PC との連携） 

教師が IWB に した課題を学習者用タブレット PC に一 に したり IWB に表 さ た画 を学習者

用タブレット ら ン ー したりする ともで る 児童生徒が自 の考えを発表する 合は 学習者

用タブレット の内 を教師用 ンに する とがで る 児童生徒 ら さ た内 は IWB の

機能で一覧表 選 拡大表 を て全員で共有する とがで る  

 
（ タル教科 ） 

タル教科 は 教科 の内 が タル さ た ンテン で る タル する とにより 教科

の を 生したり 内 と関 の る動画を に 生 で たり 児童生徒が ー を ら す と

がで るよ に工夫さ ている その他 拡大の機能や に画 で 器や ン スな を 作して

とがで る 機能も さ ている 本校では 学部の国 科 会科 理科 国 （ ）科な で

活用さ ている  

教師の活用例としては 拡大 した教科

等の本 や に をして する と

がで る 内 を保 する とがで

るため し合い活動等での をす に

で り りに 用しながら を進める

とがで る  

児童生徒の活用例としては ンや で

選 がで るため にIWBの

に て て画 や な を自 で 作しな

がら考えを発表する とがで る  
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in OA  

in  o  Windows  

体との を計 しながら動 をとらえる とので る ラ

で る 理的な ント ーラーを用い に ー をする機器として有 にな ているが Windows が た と

で では や障害の る方への支援技術に活用さ るよ にな て ている  
i oso   www. i oso . o n s in o windows  

 

OA P o 
OA （O s a ion and A ss wi  in ）は in  o  Windows  を利用して 対象者の体の動 をと

らえ ンの として する とがで る ト アで る  

 会 アシスト・ア     www.assis i.n a  

 

本校では 児童生徒の な 指の動 や大 な 体の動

な い い な動 を ートする OA P o を導入してい

る  

アス ッ モー  

in により を して モ ター に いた の 

ス ッ （ アス ッ ）を入 する な 対象児の動 

しやすい部位に合 てス ッ を 置で る ス ッ の 

大 さや位置を する ともで る  

 

アス ッ ラーモー  

in でとらえた の画 の の に 応する 指 な の な動 にも 応する .1.1

では のモーシ ン ストリーと連動さ る とで もの動 の る部位に自動的にス ッ を 定す

る ともで る （ 1.1～） 

 

スス ッ  

の動 をとらえてス ッ を入 する 目 の方

向な を認識する 部の動 に合 て 認識がで る  

 

モーシ ン ストリー 

動いている部位を で る評価機能で る 自動ス ッ

の生成 にも の機能を て障害の い児童生徒への

けと 応を とる ールとしても活用さ 研究が報

さ ている  

 

in OA に他のアプリケーシ ンと組 合 る とで な な ンクリック ー を し り

スラ 教 を活用したりする とがで るよ になる た スクリーン ー ー とWo dな の ープ トを

組 合 ス ン でタ ン をする ともで る  



130

o ii  

o ii  は 目の や動 をとらえる とがで る ラで る ンに 置し な認識 定（ リ

ブレーシ ン）を けで の動 を認識し の が 能になる o ii の でも 入 に対応

したアプリや ー を 作する とがで る  

 www. o ii. o i n  

C i  2 a  
C i  2 a は Windows で動作する ー ー ト

アで る 入 スと 用する とでマ ス ンター

を で 作する とがで るよ になる機能を有している  

www. i 2s a .n  

（活用方 ） 

２つの機能を組 合 る とで 入 に対応していない ト アで ても マ ス ンターで

作するもので 動 す とが 能となる  

  

 （活用例） 

 ー ントを活用した教 作成 

スラ の ーリンクとア ーシ ンを組 合 で 作するスラ シ ーを作成する

とがで る 動作 マ スの に ーリンクを 定しア ーシ ンを５ て 生

する とで５ マ スが ていないと 生しない タンを作成で る た作り方 で な

ケーシ ン用の 教 を作成する ともで る  

 

 

 

 

 

 

 プ ラ ン による教 作成（ a as i ） 

と a as i を組 合 ー ントで作成する とが難しい教 を作成で る 例え

ラン な に ールを表 し の らい画 が見えているの を める教 や o iiの 習

用の ー を作成する とがで る  

  

見ると動 の が る教  見て を える OCA 教  

の らい い な ラクターが

る o ii 習用の教  

ラン に が に る 10 で

見ると た を表 する  
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本校 生のプ ラマー によ て 発さ た Windows 作等を支援する ト ア ン

入 に 要な と の 作をクリックの で とがで る 動障害により の ー ー やマ スが

えない 合でも クリックを 別する での の を で たり 部ス ッ をつな たりする とが

で るな の障害の に応じて スタマ する とがで る 本 ト アを とで ー

ー を見たり Wo d や な 一 のアプリケーシ ンの 作 ai の な も 能になる  

ーティー・ラ ー・ ート a add .n oo s  

   

ル                      い い な機能を える ー 

 

 

ス ッ 等の機器に が 要 た 作を 入 置（ o ii ）によ てで るよ にする ト

ア 見つめる とで 定を たり 画 の タンを見る とで 定したりと に応じて スタマ で る

マ スモー では 入 でマ スを動 す とがで ラッ するな の 作を とがで る も機

的ス ッ を して選 する 作に １ 効 的に入 がで る た の 動障害により 体

を 的に動 す とが難しい児童生徒でも を 的に動 す とがで ンの 作が 能とな

る a add と組 合 る とで a add で 能な 作を で とがで るよ になる  

     

ルの を一定 見た に     入 の に る 要がない 

い タンを見る とで 定で るモー  
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A  

導入機 A  （ ３ ） 

導入 ３  

        iPad の 機器として導入  

        校内の Wi i ット ークを じて iPad の画 を でテ 

レビや の大画 に し る 教 な に利用 

している  

 

ア プター 

導入機 A  i nin  A ア プタ i nin  i i a  A ア プタ 

導入 １  

        iPad を有 で大 やプ クターと し大画 で し 

す とがで る ット ーク不要のため導入しやすい  

 

ビ ン  

導入機 ック I A50  

導入 １  

         主にiPadな の画 を大画 に し すモ ターとして 用している では IWBを 用して

いたが ンによる 等を 教 の 共有 を る 合は を活用で る  

 

プ クター 
導入機 ICO  P  W 4240N 

導入 １  

        のプ クターは ン の大画 を の で

する とがで る の が いため教 で 用する

合は 教 に 置する とがで 学習 の配置に さ

ない タル ンを利用した ンタラクティブモー では IWB の

よ に し した にマー ン をしたり拡大したりする とが

で るよ になる  

 
B oo ー ィ レシー ー 

導入機 B A PA 400B  

導入 １  
iPad 等に内 さ ている を レスで する とがで 

る ー ィ レシー ーを した A ン な で を  

す とがで る iPad を 作して教 全体で を す 合に活 

用している  
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校内 AN  

本校では 校 用 ット ークと教育用 ット ークをそ している ット ーク の はで

ないよ レ ３ス ッ を用いて 理的に さ ている レ ３ス ッ ら教育用 ット ークとし

て に るス ッ ン ブの ックスへと配 している 教 の情報 ンセントに

AN アクセス ントを すると 教 で IWB タブレット PC を ンター ットに で る 指導者は

とに 要に応じて AN アクセス ントを教 に てい よ にしているが タブレット は

ット ークに しない状 で活用さ る とも い  

 

タブレット PC の 理と PC 等 部機器との ータ共有 

Windows は 機能付 B モリーを活用する とで に ータの共有が 能で るが iO

は B モリーを活用する とが難しい（iO でも活用する とがで る ラッシ モリーも さ

ている） そ で A のPCでタブレットPC用の 理を い ル ー ーの を ている

iO i a の ータ においては リーのアプリケーシ ン（ o n s 5）を 用したり 理用

a  P o を有 して i n s 由で ータ入 たりするな ントラ ット で ータを するよ

にしている の が ら ているため で じ を利用で ない 合が る し し 教

師の作成した教 や児童生徒の学習 ータを ー ーにアップ ー しておけ 他のタブレット PC ら

も ー ーへアクセスし ン ー し の ら取り組む とが 能とな ている  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育用 ン 

校 用 ン 

（ 理用） 

a  P o 

AP 

i a

（ ー ー用） 

B 

B 
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ータ共有アプリケーシ ン（ o n s 5） 

（概要） 

iPad およ iP on 用 ントリー ーです の表 にも B たは

Wi i 由での ルの ー・保 ブ ー の保 な とがで る    

な ル に対応しており P や画 ータ 動画・ ータも ー ーと

の ータ共有を とがで る  

 

（活用方 ） 

ー ーとの  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルの 理・ 集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブ ー の保  

i a ー ーと iPad を する とで i a

ー ーの共有 ル にアクセスする とが

で る ルの ー ーストや もで

てし ので が 要で る  

 た じ ット ーク内に る iPad で

の i n s を さない ータ共有をする とがで

る  

o n s 5 内の ルは 類 の に保

さ る ル を作成し 理する とが

で る IP ルな の さ た ータを

する とがで るが じ ル 内に

さ るため ータ に が 要で る  

P ルでは や にマー

ーを付けるな の機能を 用する とがで

る  

o n s 5 では ブ ー を保 する

とがで る P として保 する とがで るた

め ット ーク がない でも保 した

P ルを 覧する とがで る  
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資料５ 本校で活用している iO アプリ一覧（抜粋）         
iO アプリ                                                 2015 12 在 

ア ン アプリ 価  概要 

 定 
料

（ ）

 

Wi i や B oo アクセシビリティな の 定  

 ント 
料

（ ）
iPad を 用する で 利な 作方 な を知る とがで る 

a a i 
料

（ ）
A の W ブラ ー 

 A  o  
料

（ ）
A が する iP on iPod o iPad 向けのアプリの ン ー ー

ビス 

 ラ 
料

（ ）
画や動画を る 

  
料

（ ）
ラアプリで 画や動画を たものが保 さ る 

 ind iP on  
料

A スを P 機能を て す とがで る 

 ー ック 
料

（ ）
ンを て を取り入 たり A  s o ら を ン ー して

とがで る 

 iBoo s 
料

（ ）
A が する アプリ 

 a i  
料

（ ）
の ー とビ や をする とがで る 

動画 ・ 集アプリ 

 o  料 動画共有 ービスで 教 に える動画も い 

 B  o i   200 い な クトを ける とで い動画をつ る とがで 動画の ー

がで る 

 i o i  料 動画や 画を に ービーとして 集する とがで る 

 o  o ion dio 料 ストップモーシ ンア 動画を作成で るアプリ 

 C o  iO  料 な の動画を 生で る 

集アプリ 

  料 を でスケッ に 工する とがで る 

 o  Co o  料 の一部を に する とがで 一部を して したいと な

に有用 

 o o  W 料 の一部を選 し を える とがで のよ な な でも の

が 能 
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お アプリ 

 Ba oo Pa  料 用者 とに ートを 理で るお アプリ 

 が るお  料 た に が るお アプリ 

 でも ット  料 ット を作成で るお アプリ 

プレ ンテーシ ンアプリ 

 Pow Poin  料 i oso のプレ ンテーシ ンアプリ 

 no  料
A のスラ 作成アプリ 

な ンと見 さが特徴 

 ート 500
や動画 テ スト W B な の ー を でつな て にプレ ンテー

シ ンが作 るアプリ 

 ICO  a  P s n  料 iO で動作する ー ーレス会 ・プレ ンテーシ ンアプリ 

表計 アプリ 

  料 i oso の表計 アプリ 

 N s 料 A の表計 アプリ 

作成アプリ 

 Wo d 料 i oso の 作成アプリ 

 Pa s 料 A の 作成アプリ 

 ann  P o 料 iPad が でもス ンで る 

の として ともで る 

共 学習アプリ 

 a n  料 ア と連携する専用アプリ 

体でも 機能な が利用で る 

 P Ca in   
 

300
P への が の iPad で に える 

Wi i がな ても B oo の で共 学習が える 

 AC Boa d 600
学習や のよ な ィス ッシ ンに利用で した画 や

P を ー にして iPad で自由に配置する とがで る 

も

  料 の画 に で 他の iPad と 1 対 1 で画 共有する とがで る

OCA アプリ 

 o a   3 000 高機能な OCA アプリで ン スと ー が  

 いて 200 価な OCA アプリで ー 作りが  

 a in  Aid 6 900 がで る高機能な OCA アプリ 
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 A C Co ni a ion o  iPad 1 800
や動 な の ー を て に を作成し て る リ

ルの ー 作成も 能 

 なトーク 料 入 した を るアプリで OCA としても える 

 えとら 料 を や 入 がで る ケーシ ンアプリ 

国 学習アプリ 

 い え  料
いて覚える い えお タンを すと るアプリ 

ク も る 

 タ   

は 学習シリー （ 料 ） 
料 学１ 生で習 タ の学習がで る 

 なもじ 600 らがな タ の 習アプリ 

 学生 リル 1006 

は 学習シリー  
料 学校の で習 の学習で 学 とに５問 題さ る 

 学生 （ 取り ） 

高校 アプリ
料 立高校入 のための 取り問題集 

 に ー らがな 料 む の３つの学習がで な るた ー も入 ている 

 もじおけい  料
画 の を すと で る 

る を する ともで る 

 おしりた てい 料
おしりた ていシリー  

おしりの を つ の をタッ しながら を進める 

 おしりた てい 

～ えた ンタク ース～ 
料

おしりた ていシリー ２  

 

 おしりた てい 

～ ら た ～ 
料

おしりた ていシリー ３  

 

 おしりた てい 

～ す た をおえ～ 
料

おしりた ていシリー ４  

 

 スター I   

（お ール・ 料 ） 
料 1 006 の 体を参考にして に を しめるアプリ 

アプリ 

 大  2 500
 

やな て ンプな 方 が特徴 

 ィ ・  2 2 800 発 ータな の機能が利用で た大 アプリと連携 能 

計アプリ 

 計 料 タッ する とで 計の ンが るアプリ 

 P s n a ion i  料 けさ たリン のタ マーで プレ ンテーシ ンや研修会の 配

と進 状況が一目で るタ マーアプリ 

 i  i iPad di ion 500 i  i の iPad アプリ で 目で見て りの が る 

 ーク Wa  料 作 でのスケ ールや を表 で るアプリ 
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 計で  料 計学習のアプリ 

大 が もの で教える に 用する 

 い な じ  料 計学習のアプリ 

を指で動 す とがで る 

 アラー  料 でアラー を 定で るアプリ 

計 アプリ 

 学 ン ン 料 の を える と ら でで る教育アプリ 

 は 計 リル 計  

（ 料 ） 
料 し ・引 ・ け ・割り をそ 基 ら を て学 とがで

る 

 は 計 リル 計 ２ 料 30 15 10 5 1 と にステップアップしながら 計を

取る をつける とがで る 

 は 計 リルたし  

（ 学校１ 生 ） 料  
料 の指を て 認で る５ での し ら の 習 ２ での

し がで る 

 は 計 リル  

（ 学校２ 生 ） 料  
料 １の ら の で を学習する とがで る 

 Co n a  10 料 1 対 1 対応 と を合 て を える を い （ 体 ・ 体

）と の一 を るアプリ 

 １  料 し の学習アプリ 

 Nini a s 料 計 問題が主で の能 を えるアプリ 

 レ スタ ィ 料 と価 の 定 をする とで い 学習の教 として える 

  100 方 関 の学習アプリ 

 も のタッ ン ー 料 モンの を に してい アプリ 

 学 ック 料 高校 学で 要な （ 200 類）を 認で るアプリ 

 学ク  は  料 な の な の を考えるアプリ 

 on  i ision o  料 を りやす 学習で るアプリ 

 B a oa d  料 画 に表 さ た の えを 4 ら選 するアプリ 

アプリ 

 計 機  Ca a o  100 シンプルな  

  料 で いた を自動で計 するアプリ 

 計 機 料 シンプルな  
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 a   料 ・関 を定 で るプ ラ  

体学習アプリ 

 a  Wa  300
ラを に すと でも を見る とがで 工 も見る とが

で る 

アプリ 

 si 4 ids 300 を作る とがで る 

 タッ たえ  料 ると動 が る の童 が入 た アプリ 

 od o  i  料
類の 器の ラストを いて を らすアプリ（ スタ ット タン リン

ル トラン ット ーモ ） 

 od o  200
マラ ス ーモ ープ シン ル ラ ター スタ ット タン リ

ン ル トラン ット （計 11 類） 

 od o ２ i  料
類の 器の ラストを いて を らすアプリ（トラ アン ル ックス

ア ルート リン） 

 od o ２ 200
ア ー ィ ン ア ルート リン トラ アン ル

リー ルン ックス（計 11 類） 

 の  料 に合 て を アプリ 

 a a Band 500 器アプリとして自由に 作がで る 

 i  100 ビートを作 たり レ ー ィン したりと リ ルの が作 る 

 リ シ 料 で るアプリ 

タンを すと とともに ラクターが る 

 リ シ スケッ  料 ビート ン を 定して い し に らす とがで る 

 リ シ トスケッ  料 画 にい な を いて を らす とがで る 

 リ シ ラップ シ 料
 

と の タンをリ ルに してい アプリ 

 リ シ タタタ シ  料
 

シンプルな シ ー で ら て るリ シを  

 でも 器 料 シンプルな で ア を とがで るアプリ 

  Pad P o 240 シンプルな で表 さ た ラ をタッ する とで を るアプリ 

・ アプリ 

  （ 料） 料 を学習で るアプリ 

 定トレー ン  料 を学習で るアプリ 
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認識アプリ 

 a on i a ion 料 した を認識して入 で る 認識アプリ 

 Can as 料 した を認識して に したり 画 に を いたりする とがで る

認識アプリ 

アクセシビリティアプリ 

 
いとー  料 による ケーシ ンアプリ 

 
いてる 料 による選 発 アプリ 

 
で な  料

ン ラに向 て を動 す とで ルの選 がで る 

で 作する とがで る P  ad  

 oo  料 機能がついている アプリ 

 oo  a  料 地 アプリ ルートの や ビがで る 

 oo  a  料 の ら る の や地 お の がで る 

ー アプリ 

 adPad  300 した動画を ー として 用するアプリ 

 ー ンター 料 ンターに ー を表 で るアプリ 

 ー タ マー 料 タ マーに ー を表 で るアプリ 

ー アプリ 

 ル ル Po  料
たり の や ア の組 合 を めたり を選 りする とがで

る 

 i o  料 でルーレットを作成で るアプリ 

 in  Wo s P o 200 指の に応じて の動 が する 

  料
 

が の動 と に合 て に   

 Co s  and  nsa  i  Bo  300 い画 に る とで ラ ルな動画と共に が るアプリ 

 Co s  and  nsa  

o nd Bo  
300 い画 に る とで ラ ルな動画と共に が るアプリ 

 じ じ ー ー 料 画 をス プすると がで て が り すアプリ 

 が動  料 画 を る けで がで て が り すアプリ 

 動 お  料 画 をス プすると が動 すアプリ 
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 Po  Pond 
料

iO 8 対応
の 画 をタップする とで が たり が たりする 

 い  料
もの と で の学習がで る 

ス プの 習としても える 

 タッ ー  料
い い な ー の ラストを る とで を したり動 したりする とが

で る 

 タッ そ ビー 料
い い な ー の ラストを る とで を したり動 したりする とが

で る 

 ストン ー 料 画 に ると が生 て と がるアプリ 

 見 け 料 を し す ー  

 見 け ア ン ーモー  料 を し す ー  2  

 はたら る ー ー 料 な 類の を するアプリ 

 な ルート 料 や をな る学習がで る 

 もじルート 料 ー 感覚で を いたり りする学習がで る 

 のおし り ・ト  料 た を でも り し ト と会 がで る ー  

 
 

のおし り ・ト ２ 料 ト の育成 ー  

 よ い体 一 

ル ン 
料 ル ー と体 を見るモー が る 

 めい で そ  i  料 も向けの りえとしても しむ ともで る（体 ） 

 アー ン 料 の を ットしたり めたりする とがで るシ レーシ ンアプリ 

 ール  料 ス ッ ント ールに対応した す い 

 た おと 料 iPad 本体を けて ールを に とす ー  

 B s  a s 400 を動 して な にはめる ル ー  

 Ba o i  120 見やすい ラストが大 表 さ 目したり 目で たりする とがで る 

 wi  A ssi  P s 960 な を な にはめる ル ー  

 タップ  料 タップした ら を るアプリ 

 ら に し  120 ルで 体部位の を学習するアプリ 
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 ンタッ  料 表 さ た を にタッ する学習アプリ 

A アプリ 

 ッ  料 ３ の 表を見たり の A を表 で たりするアプリ 

 i 3  料 指定さ た に を ると A 表 をして るアプリ 

その他のアプリ 

  料 ンスタント ッセー ビ を利用して 連 がで る 

 o  料 iPad を A リモ ンに さ るアプリ 

 o Aid 料  料 した をアプリ内 レン ーに するアプリ 

 IN  oo s 料 定 ール  計 利 ール（ スタ ー

ー リー ー） 計 アプリ 

 計 料 の の大 さを 定し 表 するアプリ 

 る 大  料 ラで している画 を る 大 りとさ て に むため

の アプリ 

 マ アル 料 iP on （iPad）の  

 




